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広報

人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町

軌跡の価値は
【特集】
Road to the prefectural government　～県庁への道～

　毎年 11 月に行われている市町村対抗福島県縦断駅
伝競走大会（ふくしま駅伝）。今月号では、今年の矢祭
町チームについてお伝えします。
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今
大
会
で
29
回
目
を
迎
え
る
市
町

村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）。
矢
祭
町
チ
ー
ム

は
、
今
年
で
28
回
目
の
エ
ン
ト
リ
ー

と
な
り
ま
す
。

　

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・
実
行
委
員

は
、
学
校
や
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
に

集
り
、
矢
祭
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

ロ
ー
ド
な
ど
で
の
厳
し
い
練
習
に
耐

え
な
が
ら
、
11
月
19
日
の
大
会
本
番

ま
で
の
軌
跡
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
、
中
学
生
選
手

が
多
く
、
今
回
か
ら
新
た
に
加
わ
っ

た
選
手
が
刺
激
と
な
っ
て
、
良
い
競

争
関
係
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の
一
般
選
手

も
な
か
な
か
練
習
に
参
加
で
き
な
い

な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
や
軌

跡
を
後
輩
選
手
に
う
ま
く
伝
え
て
い

ま
す
。

　　

今
年
も
目
指
す
は
町
の
部
入
賞
。

故
郷
の
誇
り
と
チ
ー
ム
の
伝
統
を
胸

に
、
県
庁
へ
の
道
を
全
力
で
駆
け
抜

け
、
１
本
の
襷
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

軌
跡
の
価
値
は

【
特
集
】

Road to the prefectural governm
ent　

〜
県
庁
へ
の
道
〜

▼昨年の軌跡を築いた選手とスタッフ、実行委員会のみなさん。（平成 28 年 11 月 20 日：県庁ゴール前にて撮影）

1 区 4.0㎞ 2 区 8.2㎞ 3 区 5.8㎞ 4 区 7.3㎞

5 区 6.4㎞ 1 区 4.0㎞6 区 8.3㎞ 7 区 5.2㎞ 8 区 4.1㎞

9 区 3.0㎞ 10区9.3㎞ 11区3.9㎞ 12区7.0㎞

13区4.8㎞ 16区8.4㎞14区5.7㎞ 15区3.4㎞

Start
しらかわカ
タールスポ
ーツパーク

サンフレッ
シュ白河前

泉崎さつき
公園前

矢吹町役場
前

鳥見山陸上
競技場

須賀川市役
所内

ゼノアック
日本全薬工
業㈱前

郡山総合体
育館前

郡山北工業
高校内

こどものも
り公園前

㈱白岩屋商
店前

㈱イイジマ
前

二本松市役
所内

安達支所内 松陵中学校
前

福島大学
入口

Goal
福島県庁前

第29回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会 故郷の誇りとチームの伝統を胸に
チームでつなぐ１本の襷―。
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鈴木薫
矢祭町役場

金子一則
東海村立東海病院

鈴木貴史
さいたま市消防局

千葉大樹
矢祭中学校教諭

鈴木修宏
白河消防本部

本多白篤
塙工業高校２年

菊池竜馬
日大東北高校２年

古市琉真
矢祭中学校３年

金澤凌真
矢祭中学校３年

鈴木航志郎
矢祭中学校３年

本多悠夢
矢祭中学校２年

熊田真央
矢祭中学校３年

藤井隆則
矢祭中学校２年

鈴木悠斗
矢祭中学校２年

芳賀陸真
矢祭中学校３年

藤田剛志
福島大学３年

菊池拓哉
国際福祉大学校１年

金澤舞
学法石川高校３年

佐藤利佳
矢祭町役場

篠田梨佳
学法石川高校３年

檜山侑那
矢祭中学校２年

Road to 県庁 and more …

ふくしま駅伝矢祭町チーム選手

金澤　舞さん

　

中
学
１
年
生
で
初
め
て
ふ
く
し

ま
駅
伝
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
当

時
は
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
。
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
選
手
が

着
て
い
る
お
揃
い
の
ウ
イ
ン
ド
ブ

レ
ー
カ
ー
が
か
っ
こ
よ
く
見
え

て
、
私
も
あ
れ
を
着
た
い
な
と

思
っ
て
参
加
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
く
し
ま
駅

伝
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
高
校
で
は
陸
上
部
に
所
属
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
の
一
番
の
思

い
出
は
、
初
め
て
参
加
し
た
年
の

大
会
で
現
在
ヤ
マ
ダ
電
機
で
活
躍

し
て
い
る
石
井
寿
美
さ
ん
と
一
緒

に
走
っ
て
、
私
が
９
区
で
町
の
部

区
間
賞
、
寿
美
さ
ん
が
１
区
で
全

体
の
区
間
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
で

す
。
二
人
で
区
間
賞
を
獲
れ
た
と

い
う
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
寿
美
さ
ん
は
全
体
の

区
間
賞
だ
っ
た
の
で
や
っ
ぱ
り
す

ご
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
で
は
、
も
う
一
度

区
間
賞
を
獲
れ
る
よ
う
に
し
っ
か

り
と
準
備
を
し
て
、
チ
ー
ム
に
貢

献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

　実行委員長として携わ

るのは今年で３年目にな

ります。我々実行委員は、

監督やスタッフが働きや

すい環境、選手が楽しく

安全に練習・レースに臨

めるような環境を作るこ

とを目指しており、良い

成績が収められるように

環境作りをしてあげるこ

とが一番重要だと思って

います。

深谷良太郎さん

体育協会長・実行委員長

interview １　ふくしま駅伝矢祭町チーム選手

interview ２　スタッフ interview ３　実行委員

PROFILE
【かなざわまい】17 歳。
学校法人石川高等学校３年生。
趣味は読書。好きな食べ物は
オムライス。中学１年生から
現在まで毎年選手として参加。

もう一度区間賞を獲りたい

　今年の選手は、少しお

となしいイメージがある

ので、もう少し闘争心が

出てくるとなお良いので

はないかと感じています。

大会本番では、燃えるよ

うな気持ちあふれる走り

で襷をつないでもらいた

いです。

　中学２年生から 24 歳ま

での 11 年間選手として

走ってきた経験を活かし、

選手と同じ目線で指導を

しています。

　選手には、ケガをしな

いように練習後のケアな

どを重点的に行ってもら

い、万全の状態で本番に

臨んでもらいたいと思っ

ています。

　また、実行委員の方や

地域の方の協力・サポー

トがあって練習ができて

いるということを忘れず

に、自分たちやそれ以前

に選手だった方々の伝統

を受け継ぎ、大会当日は、

町の部入賞を目指して全

力の走りを見せてほしい

と思います。

菊池孝裕さん

元選手・スタッフ

それぞれの軌跡を
襷に込めて

▲第 24 回大会で区間賞を獲得
した舞さん（当時中学１年生）
と寿美さん（当時高校２年生）
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Health 
information

健康情報

◆小児インフルエンザ予防接種の助成について

対象者 矢祭町内に住所を有する、満１歳から１８歳以下
（任意接種のため、接種について法律上の義務はありません）

接種回数及び
助成回数

・満１歳から小学校６年生▶２回
・中学生から１８歳以下（高校３年生相当の方まで）▶1回

助成期間 平成２９年１１月１日～平成３０年１月３１日

町助成額 １回あたり２,０００円

自己負担額 接種料金から町助成額（２,０００円）を差し引いた額

実施医療機関
東白川郡内の医療機関及び岩佐医院（事前に必ず予約をしてください）
＊上記以外の医療機関で接種した場合は、一時立て替え払いをしていただき、後日手続きが必要
　となります。詳細は、下記の支払方法をご覧ください。

持参するもの 健康保険証、母子健康手帳

支払方法

郡内の医療機関
及び岩佐医院の場合

・医療機関が定める接種料金から町助成額を
     差し引いた額を医療機関の窓口にお支払い
    ください。

郡外の医療機関の場合

・医療機関に接種料金を全額支払い、山村開
    発センター窓口で申請手続を行ってくださ
    い。申請の際は、母子健康手帳・印鑑・領収書、
    振込先通帳を持参してください。

その他 左ページ左上の【接種前の留意点】をよくご覧の上、医療機関に
必ず予約を入れてから接種してください。

◆高齢者インフルエンザ予防接種の助成について

対象者

矢祭町内に住所を有する、６５歳以上の方、６０歳から６５歳
未満で心臓、じん臓、呼吸器の機能障害のある方、または、人
免疫不全ウィルスによる免疫機能に障害がある方（身体障害者手
帳1級相当の方）

接種回数及び
助成回数 １回

助成期間 平成２９年１１月１日～平成３０年１月３１日

町助成額 １回あたり２,０００円

自己負担額 接種料金から町助成額（２,０００円）を差し引いた額

実施医療機関

県内の医療機関及び下記の県外指定医療機関
（事前に必ず予約をしてください）
　県外指定医療機関▶慈泉堂病院、大森医院、久保田医院、藤
　　　　　　　　　     井病院、吉成医院、保内郷メディカルク
　　　　　　　　　     リニック、賀美診療所、袋田病院となり
　　　　　　　　　     ます。その他の県外医療機関での接種を
　　　　　　　　　     希望される方は、事前に山村開発センタ
　　　　　　　　　     ーへ電話等でご連絡ください。

持参するもの

・健康保険証
・60歳～65歳未満の方で心臓等の病気により身体障害者手帳
    をお持ちの方はその手帳
・生活保護世帯の方は予防接種依頼書

支払方法 医療機関が定める接種料金から町助成額を差し引いた額を医療
機関の窓口にお支払いください。

その他 左記【接種前の留意点】をよくご覧の上、医療機関に必ず予約
を入れてから接種してください

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常
の

風
邪
と
は
異
な
り
、
高
熱
や
関

節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
が

全
身
に
現
れ
、
重
症
化
す
る
と

肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
に
は
、
う
が
い
と
手
洗

い
の
他
に
重
症
化
を
抑
え
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
効
果
的
で
す
。

例
年
12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

流
行
し
ま
す
の
で
、
12
月
中
旬

ま
で
を
目
安
に
下
記
内
容
を
ご

確
認
の
上
、
予
防
接
種
を
お
受

け
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す

金澤医院・・・午前９時～午前１１時３０分（月～土）
　　　　　　  午後３時～午後５時　　　   （月～木）

木村医院・・・午前９時～午前１１時３０分（月～土）
　　　　　　  午後３時～午後５時３０分     （月～金）

町内医療機関受付時間

　予防接種を受ける前に、下記の点に注
意するようお願いいたします。

・事前に医療機関への予約が必要になり
   ます。

・予診票は各医療機関に備え付けてあり
   ます。必要事項を記入し、医師の診察
   を受けてから接種してください。

・上記の助成期間外に受けた予防接種は、
   助成の対象とはなりませんのでご注意
   ください。

・予防接種を受ける前に、予診票裏面に
   記載されている注意事項をよくお読み
   ください。

　その他、ご不明な点等がございました
ら下記までお問い合わせください。

問い合わせ
　山村開発センター保健師
　☎0247-46-2097

接種前の留意点

健師

　平成 29 年１月～３月の間に皆様から募集い

たしました【わたしのおすすめウォーキング

コース】第７弾「大垬町周遊コース」を矢祭町

のホームページにアップいたしました。自分の

健康のためにも、矢祭町の素敵な場所を歩いて

みてはいかがでしょうか。

　また、第 1弾から第６弾までのウォーキン

グコースも同ホームページにアップされていま

すので、ご覧ください。

矢祭町の素敵な場所を歩いてみませんか？
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補
正
予
算
第
１
号
（
５
月
専
決
）　

補
正
予
算
額 

16
万
円　

補
正
予
算
第
２
号
（
６
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額 

１
，
１
９
０
万
９
千
円

■
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
整
備
に
係
る
委
託
料

５
７
１
万
４
千
円
、
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
に
係
る
電
柱
等
移
設

工
事
３
１
０
万
円
、
米
全
袋
検
査
機

器
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
業
務
委
託
料
８

■
財
政
調
整
基
金
積
立
金
１
億

円
、
旧
下
関
河
内
小
学
校
交
差
点

改
良
工
事
５
１
８
万
１
千
円
、
ス

イ
ン
ピ
ア
矢
祭
プ
ー
ル
改
修
工

事
７
２
１
万
５
千
円
な
ど
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
44
億
５
，

７
６
８
万
７
千
円
と
す
る
補
正
内
容

指標名

矢祭町の比率
早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準平成28年度 平成27年度

実  質  赤  字  比  率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実 質 公 債 費 比 率 0.6 0.6 25.00 35.00

将  来  負  担  比  率 － － 350.00

会計名
矢祭町の比率

経営健全化基準
平成28年度 平成27年度

水   道   事   業   特   別   会   計 － － 20.00

農業集落排水処理事業特別会計 － － 20.00

工場団地造成事業特別会計 － － 20.00

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 － － 20.00

補
正
予
算
第
４
号
（
９
月
専
決
）

補
正
予
算
額
５
８
６
万
６
千
円

28 年度健全化判断比率等の公表

◆上記２つの表のとおり、本町の各指標はいずれも国の基準を下回っております。
　また、平成 28 年度指標は 27 年度指標を維持しており、引き続き財政状況は健
　全に運営されているものと判断できます。

　

町
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
５
月
と
11
月
に
広
報
に
て
公
表
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
28
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
指
標
は
27
年
度
指
標
を
維
持

矢祭小学校の建設工事や福祉施設整備事業、道路改良等に係る工事請負費など
／公債費▶公共施設の整備などに充てた、国や銀行から借り入れたお金の定期返済元利金／繰
出金▶国保会計など特別会計への繰出金／その他▶基金への積立金等

平
成
29
年
度
一
般
会
計
上
半
期

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
公
有
建
物
共
済
保
険
料
55
万
８
千

円
、
割
目
遺
跡
発
掘
調
査
事
業
に

係
る
残
土
置
き
場
土
地
賃
借
料

16
万
１
千
円
な
ど
を
増
額
し
、
予
備

費
56
万
１
千
円
な
ど
を
減
額
し
て
、

予
算
総
額
を
43
億
16
万
円
と
す
る
補

正
内
容
で
し
た
。

■
歳
入
は
、
割
目
遺
跡
発
掘
調
査
委

託
金
16
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

６
３
万
円
な
ど
を
増
額
し
、
予
備

費
２
，
０
５
６
万
２
千
円
な
ど
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
43
億
１
，

２
０
６
万
９
千
円
と
す
る
補
正
内
容

で
し
た
。

■
主
な
歳
入
は
、
下
関
河
内
町
有
林

立
木
売
払
収
入
２
１
８
万
円
、
ふ
く

し
ま
の
恵
み
安
全
・
安
心
推
進
事
業

補
助
金
８
６
２
万
９
千
円
、
農
山
漁

村
振
興
交
付
金
事
業
貸
付
金
償
還
金

１
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
主
に
、
10
月
22
日
に
行
わ
れ
た

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る
経
費

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
44
億
６
，

３
５
５
万
３
千
円
と
す
る
補
正
内
容

で
し
た
。

■
歳
入
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費

委
託
金
５
７
３
万
４
千
円
な
ど
を
計

上
し
ま
し
た
。

で
し
た
。

■
歳
入
は
、
平
成
２
９
年
度
普
通
交

付
税
の
交
付
額
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
る
１
億
８
，
４
０
４
万
２
千
円
、

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
補
助
金

１
１
２
万
６
千
円
、
立
木
売
払
収
入

１
９
２
万
１
千
円
な
ど
を
計
上
し
ま

し
た
。

補
正
予
算
第
３
号
（
９
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額 

１
億
４
，
５
６
１
万
８
千
円

歳入
55億
7,900 万円

町税
7億 4,500 万円
13％

地方交付税
16 億 4,200 万円

29％

国県支出金
10 億 9,500 万円

20％

繰入金
1億 4,700 万円

3％

町債
11 億 9,500 万円

21％

その他
1億 3,300 万円

2％

地方譲与税等
1億 4,200 万円

3％

繰越金
4億 8,000 万円

9％

歳出
53億

7,700 万円

物件費
7億 9,700 万円
15％

補助費
7億 3,700 万円
14％

人件費
4億 9,800 万円

9％

その他
2億 3,000 万円

4％

普通建設事業費
20 億 9,300 万円

39％

扶助費
3億 100 万円

5％

繰出金
3億 6,400 万円

7％

公債費
3億 5,700 万円

7％
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支出 収入

義務的経費

食費等の生活費
【人件費】

333,664 円
（9.3％）

自主財源

給料
【町民税・使用料など】

572,442 円
（15.9％）

医療費・学費
【扶助費】

201,110 円
（5.6％）

貯金の取崩し
【繰入金】

95,091 円
（2.6％）

ローン返済
【公債費】

239,164 円
（6.6％）

前年度から持っていたお金
【繰越金】

309,443 円
（8.6％）

投資的経費
家や車庫の建築
【建設事業費】

1,401,284 円
（38.9％）

貯金利子など
【雑入等】

85,931 円
（2.4％）

その他の経費

光熱水費・通信費
【物件費】

505,983 円
（14.1％）

依存財源

親などからの援助
【地方交付税・
国県補助金など】

1,766,148 円
（49.1％）

町内会費・寄附金
【補助費等】

493,273 円
（13.7％）

銀行などからの借入
【町債】

770,946 円
（21.4％）

家や車の補修費
【維持補修費・災害復旧費】

20,776 円
（0.6％）

※イメージしやすいように町の経費を置き換えています。
（金額下は構成比）

子どもへの仕送り
【繰出金】

243,916 円
（6.8％）

貯金など
【積立金・貸付金】

160,831 円
（4.5％）

支出合計
3,600,000 円
（100％） 収入合計

3,600,000 円
（100％）

会計名 歳入 歳出 事業内容

国民健康保険特別会計 8億3,902万5千円 8億2,380万4千円 国保世帯数▶ 874 世帯　被保険者数▶1,493人　

工場団地造成事業特別会計 286万7千円 61 万 1千円 造成地の草刈等維持経費等

宅地造成事業特別会計 212万5千円 118 万 2千円 総区画数▶274区画　▶分譲済区画数233区画

農業集落排水処理事業特別会計 3,136万円 2,998万5千円 排水人口▶489 人　排水区域面積▶0.57㎢

介 護 保 険 特 別 会 計 5億8,120万2千円 5億1,403万5千円
要介護認定者数▶ 287 人　
在宅介護サービス利用者数▶ 1,382 人／ 12 か月　
施設介護サービス利用者数▶ 949 人／ 12 か月

後期高齢者医療保険特別会計 1億3,761万1千円 1億3,662万7千円 被保険者数▶ 1,239 人

霊 園 事 業 特 別 会 計 235万円 152万6千円 総区画数▶ 40区画　貸出中区画数▶ 23区画

水  道  事  業  会  計
収益的収入 資本的支出 給水件数▶ 1,910 件　人口▶ 5,461 人　

給水普及率▶ 91.5％1億6,785万8千円 1億 6,341万 9千円

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
平成 28年 平成 29 年

一般行政
部　　門

議　　会 1 1 0
総　　務 1 3 1 1 ▲ 2 退職不補充
税　　務 3 3 0
民　　生 1 1 1 1 0
衛　　生 5 5 0
農林水産 4 4 0
商　　工 1 1 0
土　　木 2 2 0
小　　計 4 0 3 8 ▲ 2

特別行政
部　　門

教　　育 1 4 1 3 ▲ 1 退職不補充

小　　計 1 4 1 3 ▲ 1

公営企業等
会計部門

水　　道 2 2 0

下  水  道 0 0 0

そ  の  他 6 6 0

小　　計 8 8 0

合　　計
62
［75］

59
［75］

▲ 3
［0］

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年

一 般行政 職員数 51 51 51 50 49 52 54 51

公営企業等 職員数 8 8 8 9 9 8 8 8

計 職員数 59 59 59 59 58 60 62 59

分限処分 懲戒処分

休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職

ー ー ー ー ー ー ー

１週間の勤務時間 38時間45分

執　 務　 時　 間 午前8時 30分～午後5時 15分

休　 憩　 時　 間 正午～午後1時

勤務条件の状況

指定された職員のみ
下記の窓口交替勤務あり

朝▶午前7時 30分～午前8時 30分
昼▶正午～午後1時
夕▶午後5時 15分～午後6時 45分

■職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 28 年度）

町の財政（平成２８年度一般会計決算）を
年収３６０万円家庭の家計簿に置き換えると

平成 28年度特別会計決算
■みなさんの生活に直結した事業を特別会計・企業会計で行っています

■部門別職員数の状況と主な増減理由（平成29年4月1日現在）

職員の任免及び職員数に関する状況
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区分 受講者数
ふくしま自治研修センターの研修 18人
その他の研修 0人

計 18人

■職員の研修の状況（平成 28年度）

区　　　分 給料月額等

給　　料
町　長 　　523,000円
副町長 　　523,000円
教育長 　　523,000円

報　　酬
議　長  日額 30,000円
副議長  日額 30,000円
議　員  日額 30,000円

期末手当
町　長 平成28年度支給割合

  ６月期　 1.40月
12月期　 1.50月

計 2.90月分
議長 ※平成 20 年度から町

議会議員は期末手当支
給なし

副町長 副議長
教育長 議員

■特別職の報酬等の状況（平成 29年 4月 1日現在）

平成28年度支給割合
期末手当 勤勉手当

6月 1.225月
2.55月

6月 0.80月
1.7月

12月 1.325月 12月 0.90月
加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～ 15％

■期末手当・勤勉手当（平成 28年度）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 12人 24.0％
2級 主任主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 12人 24.0％
3級 主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 1人 2.0％
4級 主任主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 10人 20.0％
5級 主幹・やまつりこども園副園長・農業委員会事務局長・学校給食センター所長 11人 22.0％
6級 課長・会計管理者・議会事務局長 4人 8.0％

合計 50人 100％

■一般行政職の級別職員数の状況（平成 29年 4月 1日現在）＊指導主事除く

区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 182,400 円 196,200 円
高校卒 149,400 円 159,400 円

■職員の初任給の状況（平成 29年 4月 1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 39.20歳 296,062円 352,235円

■職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 29年 4月 1日現在）

区分 職員数
給与費

1人当たりの給与費
※参考

平成28年度の平均
1人当たりの給与費給料 職員手当 期   末   ・

勤勉手当 計

平成29年度 51人 1億 7,824万 4千円 2,851万 3千円 6,975万 8千円 2億 7,651万 5千円 542万 1千円 565万 2千円

■職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 住民基本台帳人口
（平成28年度末） 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 ※参考

平成27年度の人件費率

平成28年度 平成29年 3月 31日現在
5,965人 53億 7,634万 4千円 1億 8,247万 6千円 5億 3,166万 1千円 9.9％ 12.6％

■人件費の状況（普通会計決算）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一

人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生

活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ

く
日
」と
し
て
、11（
い
い
）月
30（
み

ら
い
）
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま

し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身
の
年

金
の
情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
24
時
間
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年
金
記
録
の

確
認
、将
来
の
年
金
見
込
額
の
確
認
、

電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲

覧
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

た
各
種
通
知
書
の
確
認
な
ど
が
で
き

ま
す
。
ご
利
用
に
は
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
定
期
便
・

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ

　

ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５

　

５

「年金の日」・「ねんきんネット」のお知らせ

　

左
記
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
嘱
託

職
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

雇
用
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
か

　

ら
平
成
31
年
３
月
31
日

勤
務
場
所　

矢
祭
町
役
場
ま
た
は
、

　

町
出
先
機
関

勤
務
内
容　

事
務
全
般（
一
般
事
務
・

　

書
類
作
成
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
等
）

資
格
要
件　

普
通
自
動
車
免
許
を
有

　

し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

決
定
方
法　

書
類
審
査
・
作
文
・
面

　

接
勤
務
条
件
等　

矢
祭
町
嘱
託
職
員
雇

　

用
管
理
規
定
に
よ
り

応
募
期
間　

平
成
29
年
10
月
27
日（
金
）

　

か
ら
平
成
29
年
11
月
10
日
（
金
）

　
（
執
務
時
間
中
（
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分
）
に
限
る
。）

申
込
方
法　

役
場
に
あ
る
指
定
の
用

　

紙
に
記
入
の
う
え
、
本
人
が
直
接

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
総
務
グ

　

ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐
３

　

１
３
１

　

平
成
29
年
12
月
３
日
（
日
）

に
行
わ
れ
る
矢
祭
ふ
れ
あ
い
駅

伝
競
走
大
会
の
開
催
に
伴
い
、

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
周
辺

近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
何
か
と

ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

規
制
日
時　

平
成
29
年
12
月
３

　

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
午

　

後
２
時

規
制
場
所　

町
道
小
田
川
・
矢

　

祭
中
央
団
地
線
、
及
び
天
神

　

沢
橋
か
ら
矢
祭
大
橋
付
近
ま

　

で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学

　

習
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
２
２

　

０
２

職員の給与の状況



　11 月ですね。私、森田僚也が矢祭町へ赴任

してから丁度1年が経ちました。矢祭町の皆様、

私達地域おこし協力隊にいつも暖かく接して頂

きありがとうございます。

　１年を過ごして感じた事ですが、矢祭町には

活発な方が多い！様々な方々から刺激を受け、

私も成長している…つもりです。絵を描く事に

…。1年前、赴任したばかりの自分とは比べ物

にならない程の技術が身に付きました！「勉強

できる場所がある」その応えは「頑張っている

人を伝える為に描く」矢祭町に感謝を込めて。

15

作

　

森

田

僚

也

14

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.2  

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
56歳。神奈川県小田原
市出身。趣味は流星群
を見ること。モットーは
「なるようになる」

協力隊員が運営して
いるFacebookでは、
隊員の活動等をさら
に詳しく見ることが
できます。　▶▶▶

　

今
月
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
い
う
よ
り
は
「
や
ま
つ
り
ま

ち
・
ひ
と
・
み
ら
い
づ
く
り
協

議
会
」
事
務
局
長
と
し
て
の
報

告
に
な
り
ま
す
。

　

10
月
３
日
協
議
会
総
会
が
行

わ
れ
、
あ
ゆ
専
門
部
会
、
ゆ
ず

専
門
部
会
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
た
他
、
今
の
地
域
見
守
り
ふ

れ
あ
い
拠
点
を
「
み
ち
の
駅
」

化
す
る
こ
と
で
多
く
の
人
に

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
を
議
題
に
話
し
合
い

ま
し
た
。
今
後
は
専
門
部
会
を

増
や
し
て
矢
祭
町
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
活
性
化
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

４
日
〜
５
日
は
あ
ゆ
専
門
部

会
で
、
お
隣
栃
木
県
の
大
田
原

市
・
那
珂
川
町
を
訪
れ
て
「
や

な
」
の
見
学
・
意
見
交
換
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
際
の

聞
き
取
り
、
温
泉
ト
ラ
フ
グ
施

設
の
見
学
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
認
定
の
小
砂
地
区
見

学
な
ど
中
身
の
濃
い
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

協
力
隊
と
し
て
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
は
拠
点
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
だ
っ
た
ゴ
ー
ヤ
が
気
温
の
低

下
と
共
に
元
気
が
な
く
な
っ
て

き
た
の
で
お
役
御
免
に
な
り
ま

し
た
。
す
っ
か
り
見
通
し
が
よ

く
な
っ
た
の
は
い
い
ん
で
す
け

ど
外
か
ら
丸
見
え
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
恥
ず
か
し
い
で
す
。
で

も
き
っ
と
中
が
見
え
る
こ
と
で

入
り
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

観
光
や
な
は
大
き
い
と
こ
ろ

は
活
気
が
あ
っ
て
素
直
に
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
矢
祭
町
も

こ
う
い
っ
た
観
光
で
来
て
く
れ

る
人
が
多
く
訪
れ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
海
の
無
い
那
珂
川
町

で
の
温
泉
ト
ラ
フ
グ
が
養
殖
出

来
る
と
知
っ
て
、
あ
ゆ
以
外
に

も
漁
業
資
源
を
作
り
出
す
可
能

性
に
触
れ
ら
れ
て
元
気
が
出
ま

し
た
よ
。
農
家
民
泊
を
基
調
と

し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
人
を
呼
び
込
め
る
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
ね
。
と
て
も
意
義
の

あ
る
視
察
研
修
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
と
て

も
お
行
儀
が
良
く
て
、
飲
ん
だ

く
れ
親
父
ど
も
を
引
率
し
た
小

田
原
で
の
苦
労
は
い
っ
た
い
な

ん
だ
っ
た
ん
だ
、
と
拍
子
抜
け

す
る
ほ
ど
で
し
た
。
ご
参
加
下

左▶大田原市・那珂川町を視察で訪れたあゆ専門部会のメンバー。２日間の日程でやな場や養殖場、農園民泊などを見学するとともに現地の方から様々
なお話しを伺いました。/右▶ふれあい拠点前にあったゴーヤのグリーンカーテンを撤去する青樹隊員と福山隊員。来年も大きな緑のカーテンが拠点前
に出来上がることを期待します。

地域おこし協力隊と
ゆかいな仲間達が運
営するＨＰ「ウェル
カム矢祭」。協力隊
員が製作中の「商店
マップ」も掲載して
います。　　▶▶▶

PROFILE
森田僚也【もりたともや】
36歳。栃木県宇都宮市出身。
趣味は漫画を描くこと。モッ
トーは「積小為大」。

　10 月 18 日、白河市にある Community café 

EMANON であった『旬な芋煮会』に参加して

きました。

　『旬な芋煮会』には福島県内・近隣市町村の

地域おこし協力隊のほか、県外の地域おこし協

力隊も参加し、先輩隊員や協力隊OBの体験談

を聞いたり、他の市町村の地域おこし協力隊が

お土産に持ってきてくれた野菜や果物、芋煮を

囲んで普段できない話をしたりしました。東白

川郡外の地域おこし協力隊と触れ合うことのな

かった自分には、とても貴重な経験でした。

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
20歳。山口県山陽小野田市出
身。趣味は旅、献血。モットー
は「楽しく生きる」

◀本年度の絵本コンクールに応募し
た絵本の主人公「源義家（八幡太郎）」
は、矢祭町の町名の由来となったと
言われている縁のある人物です。平
安時代の武将であり、なんとあの有
名な武将、源頼朝や義経のご先祖で
もあります。

◀『旬な芋煮会』に集まった各地域
の地域おこし協力隊のみなさんと
EMANONのスタッフさん。
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　季節のおはなし会 &しらべてみよう！講座
　　11 月 19 日（日）午後 1時 30 分～午後 3時 30 分
　　▶「季節のおはなし会」…手づくり絵本コンクールの作品
　　　「しらべてみよう！講座」…懐中電灯を使い、「月の満ち欠け
　　　について」調べ、秋の星の観測のしかたを学びます。多くの
　　　方の参加をお待ちしています。

　
　館内では、第９回手づくり絵本コンクールに応募いただいた、す
べての作品を展示しています。北は北海道から、南は沖縄県まで、一
般の部、家族の部あわせて１９９点の作品が集まりました。たくさん
のご応募ありがとうございました。
　また、１１月３日（金・祝）には、矢祭町文化祭会場（ユーパル矢祭）
にて午前９時～午後４時まで展示いたします。この機会にぜひ、お越
しください。

　11 月６日（月）、13 日（月）、20 日（月）、27 日（月）

　矢祭もったいない図書館　☎４６‐４６４６

図 書 館 だ よ り
library Information

「第9回手づくり絵本コンクール作品展示」

日時：10 月 31 日（火）～
　　　12 月７日（木）
　　　９：30 ～ 18：00
　　　（月曜日は休館）
会場：矢祭もったいない図書館内

　一般の部９７点、家族の部
１０２点の応募があった、第
９回手づくり絵本コンクール
の作品を展示しています。
　また、応募いただいた作品
については、厳正な審査を行
い入賞作品を決定し、12 月９
日（土）午後１時30分からユー
パル矢祭において開催される
「絵本フェスタ」内で表彰式を
行う予定です。表彰式終了後
には、すべての作品を作者へ
お返しいたします。

【11月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】

【問い合わせ】

30分

ＰＩＣＫ　ＵＰ

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
十
月
詠
草

ひ
ょ
っ
こ
り
と
娘こ

が
来
て
一
日
語
り
ゆ
き

帰
り
し
あ
と
の
さ
み
し
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

台
風
の
去
り
た
る
後
の
虫
の
声

今
宵
ひ
と
き
わ
弾
み
て
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

𠮷
民

「
心
広
く
見
守
り
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

孫
よ
り
の
メ
ー
ル
秋
空
を
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

食
物
を
作
る
農
業
思
う
よ
う
に
な
ら
ず

空
を
見
上
げ
て
一
喜
一
憂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

亡ち

ち父
の
植
え
し
金
木
犀
が
さ
わ
や
か
に

香
り
漂
い
笑
み
の
た
ち
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

ぬ
か
り
田
の
稲
刈
り
終
え
し
コ
ン
バ
イ
ン

泥
を
吐
き
つ
つ
舗
道
す
ぎ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

目
に
は
目
を
歯
に
は
歯
を
な
ど

大
人
げ
な
い
対
話
の
外
交
お
す
す
め
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

珍
し
い
花
を
求
め
て
植
え
し
従
弟

見
送
る
よ
う
に
秋
海
棠
の
咲
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

半
世
紀
を
越
え
て
使
い
来
し

針
箱
の
赤
い
バ
ラ
の
絵
指
で
な
ぞ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

静
か
な
る
我
が
庭
に
咲
き
し
コ
ス
モ
ス
は

初
秋
の
風
に
揺
れ
止
ま
ず
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

pickup
topics

　

平
成
29
年
10
月
13
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
た
矢
祭
中
学
校
「
並
木

丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
雨
天
の
た
め
矢
祭
中
学

校
体
育
館
で
「Let's Jum

p

」「
綱

引
き
」「
借
り
物
競
争
」「
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
10
月
21
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
矢
祭
中
学

校
「
並
木
丘
祭
（
文
化
祭
）」
で

は
、
第
Ⅰ
部
学
習
発
表
（
合
奏
演

奏
、
青
少
年
の
主
張
発
表
、
英
語

弁
論
発
表
、
青
空
ク
ラ
ブ
発
表
）、

第
Ⅱ
部
総
合
学
習
発
表
（
各
学
年

ご
と
）、
第
Ⅲ
部
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
（
各
ク
ラ
ス
ご
と
）、
第
Ⅳ
部

有
志
発
表
（
全
５
組
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
絆
や
中
学
生
の
団

結
す
る
姿
に
、
来
場
し
た
保
護
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

矢
祭
中
学
校
「
並
木
丘
祭
（
文
化
祭
）」・

「
並
木
丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

yam
atsuri  Junior  high  school

並木丘祭スローガン

「我ら、煌めく流星となれ」

１．並木丘杯スポーツフェスティバルで行われた「Let's Jump」／２．ドッヂボールの試合を応援する生徒と先生／
３．並木丘祭で行われた「合唱コンクール」／４．並木丘祭で体育館内に展示された生徒の作品／５．並木丘祭で総合
学習発表をする生徒と発表を聞く生徒と保護者／６．並木丘祭のラストを飾った有志発表

１

２

３ ４

５ ６
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家族で海外旅行にいきたいです。

幸せな家庭を築きたいです。

ヨサコイと映画鑑賞です。

自然がたくさんあるところです。

夜道が暗いところがあるので、街灯をもっと増やし
てほしいなと思います。

毎年、天王祭でヨサコイを演舞しているので、たく
さんの人に見に来ていただけると嬉しいです。ぜひ、
見に来て下さい。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
ヨ
サ
コ
イ
の
演
舞
を
見
に
来
て
ほ
し
い

尾梶　由佳さん

Ｙ
ｕ
ｋ
ａ
　
Ｏ
ｋ
ａ
ｊｉ

おかじゆか● 21 歳・内川在住

メッセージ

from結婚支援室（40）

message

次は圷　美香さん（関岡）の予定です。

No.43

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

クリスマススペシャル♡コン
日時　12 月 16・17 日（一泊二日）
場所　仙台市
募集　独身女性（本町・近隣在住の方）
年齢　20 歳～ 45 歳　15 名
料金　5,000 円

　詳しくは町ホームページまたは結
婚支援室まで。
ＴＥＬ０２４７－４６－４８８４

●町への要望はありますか？

結婚支援室からのお知らせ

　

秋
本
番
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
12

月
の
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
各
地
で
開
催
さ
れ
る
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
目
に
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
矢
祭

町
で
も
今
年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
平
成
27
年
、

28
年
は
東
京
周
辺
の
女
性
と
地
元

男
性
と
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
し
た

が
、
今
回
は
地
元
女
性
が
仙
台
へ

行
き
、
宮
城
県
内
の
男
性
と
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
ま
ず
自
己
紹

介
、
次
に
立
食
を
し
な
が
ら
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
や
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、

最
後
に
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
終
了
と

な
る
の
が
一
般
的
で
す
。
企
画
内

容
に
よ
っ
て
は
料
理
や
物
作
り
の

体
験
型
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
型
も
あ

り
ま
す
。
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
良
さ

は
、
男
性
女
性
共
に
直
接
会
っ
て

会
話
が
で
き
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
の
様
子
を
お
互
い
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
異
性
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
日
人
気
を
集
め
た
同

性
の
服
装
や
振
る
舞
い
な
ど
を
見

る
こ
と
も
大
き
な
収
穫
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

矢
祭
町
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
前
回
の
回
覧
板
で
チ
ラ

シ
を
全
戸
に
配
布
い
た
し
ま
し

た
。
内
容
は
配
布
し
た
チ
ラ
シ
ま

た
は
、
左
記
の
お
知
ら
せ
欄
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　　

東
舘
在
住
の
丸
山
美
佳
子
さ
ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
ゆ
か
い
な

仲
間
達
が
運
営
し
て
い
る
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
矢
祭
」
と
い
う
Ｈ
Ｐ
内
の

１
コ
ー
ナ
ー
で
「
や
ま
つ
り
の
○

月
×
日
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ス
マ
フ
ォ

や
デ
ジ
カ
メ
な
ど
で
撮
影
し
た
町

内
の
何
気
な
い
写
真
を
匿
名
で
投

稿
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
集
約

し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
く
こ
と

で
町
内
の
魅
力
発
信
や
地
元
の
人

が
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
も

の
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

美
佳
子
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
う

と
「
町
外
へ
の
魅
力
発
信
や
子
ど

も
た
ち
に
故
郷
の
良
さ
を
伝
え
た

い
と
い
う
想
い
が
以
前
か
ら
あ
り

ま
す
。
矢
祭
町
の
良
さ
は
素
朴
な

日
常
の
中
に
あ
る
と
感
じ
て
い
る

の
で
企
画
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

小
学
３
年
生
か
ら
60
代
ま
で
の
30

人
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

投
稿
し
て
も
ら
う
写
真
も
上
手
い

写
真
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
子

ど
も
と
の
散
歩
や
買
い
物
中
な
ど

自
分
の
中
の
素
敵
な
瞬
間
を
撮
っ

て
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
撮

影
日
を
１
日
間
と
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
日
は
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
探

す
日
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
写
真
を
投
稿
す
る
と
い

う
行
動
で
町
の
良
さ
を
世
界
中
に

発
信
で
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
る
大
人
の
姿

を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も
町
の

良
さ
や
日
常
の
楽
し
さ
が
伝
わ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
幅
広
い
相

乗
効
果
が
あ
る
こ
と
も
伺
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
美
佳
子
さ
ん
は
「
多

く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
内
か
ら

ぜ
ひ
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。」
と

更
に
楽
し
む
人
の
和
を
広
げ
ま
す
。

やまつりの○月×日が掲載されているウェルカム矢
祭のトップページ。本紙 p15 左下からアクセス。

１
つ
の
行
動
で
町
の
良
さ
を

世
界
中
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.43 －

丸
山
美
佳
子
さ
ん

PROFILE
【まるやまみかこ】　44歳。東舘在住。趣
味は写真、書くこと。日課は写真をネット
にＵＰすること、ブログなどを書くこと。
モットーは「楽しさを見つける」
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矢祭小学校鼓笛隊とともにパレードを展開

　１０月１５日（日）、平成２９年度矢祭町消防団
秋季検閲が挙行されました。全４分団１７班及び役
場消防隊が山村開発センター駐車場から矢祭中学校
までを行進し、雨天のため矢祭中学校体育館におい
て全団員による観閲、通常点検を行ったのち部隊を
解散しました。

全園児によるディズニー体操

　１０月６日（金）、矢祭町防犯協会東舘支部・石
井支部・矢祭支部の合同による防犯パレードが実施
されました。パレードは矢祭中学校から矢祭小学校
までのルートで行われ、矢祭小学校鼓笛隊の演奏と
ともに町、防犯協会三支部、棚倉警察署関係者が防
犯意識の向上を呼びかけました。

矢祭中学校体育館内で通常点検を受ける団員

　１０月７日（土）、やまつりこども園秋季運動会
が開催されました。当日は悪天候のため、園庭での
開催を町営体育センターに変更して行われました
が、園児たちは「絵本のくにのうんどうかい～今日
はみんなが主役～」をスローガンに、これまで練習
してきた成果を充分に発揮しました。

「みんなでつくろう安心の街」
▶防犯協会三支部合同防犯パレード

威風堂々の行進を見せる
▶平成２９年度矢祭町消防団秋季検閲

元気な声が響き渡る
▶やまつりこども園秋季運動会

伝達を受けた寺島良夫さん

古張町長に寄附を手渡す宮下昌幸さん

　１０月１８日（水）、関岡在住の佐藤泰子さんは、
この度亡くなられた夫佐藤庄平さんのご遺志によ
り、矢祭町２１・ふるさと人づくり基金に３０万円、
消防設備等充実にと１０万円を寄付しました。寄付
には、長女由美子さんの夫、宮下昌幸さんが来庁さ
れ、古張町長に寄付を手渡しました。

亡くなった夫の遺志により
▶佐藤泰子さん追善寄付

長年の功労に対し感謝状を伝達
▶平成２９年度経済産業省所管統計調査功労調査員感謝状伝達式

　１０月２４日（火）、平成２９年度経済産業省所
管統計調査功労調査員感謝状伝達式が町長室で行わ
れ、大垬在住の寺島良夫さんに古張町長から感謝状
が伝達されました。同感謝状は、経済産業省所管の
統計調査に１０回以上従事した方に贈られるもの
で、郡内では寺島さんが唯一の受賞となりました。

新築工事の安全を願い
▶軽費老人ホーム新築工事「安全祈願祭」

表彰された古市さん（左）と本田さん（右）

「安全祈願祭」で挨拶をする古張町長

　１０月１７日（火）、旧石井小学校敷地（校庭）
に建設する軽費老人ホーム新築工事の「安全祈願祭」
が行われました。設計監理の㈱清水公夫研究所、施
工者の㈱田村工務店をはじめとする関係者約２５人
が出席し、これから着工する新築工事の安全を祈願
しました。

　１０月１７日（火）、第５６回福島県交通安全県
民大会が喜多方市喜多方プラザ文化センターで開催
されました。同席上では、長年に渡る交通安全への
献身が認められ、本町の本田正雄さん、古市孝行さ
ん、加藤てるよさん、菊池章文さんが交通安全功労
者として表彰されました。

交通安全に対する長年の献身に
▶第５６回福島県交通安全県民大会

2021
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第５回定例会
9月11日～15日

平
成
28
年
度
全
て
の
会
計
決
算
を
認
定
！

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

行
わ
れ
、
続
い
て
会
計
管
理
者
、
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
意

見
書
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
発
議
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
６
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
日
目
は
議
案
調
査
の

た
め
休
会
。
４
日
目
は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
、

平
成
28
年
度
水
道
事
業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
１
件
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、報
告
２
件
の
ほ
か
、

専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
３
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
２
件
、
平
成
29
年
度
各
会
計
補
正
予

算
９
件
、
人
事
案
件
１
件
が
提
案
さ
れ
、
合
計
16
案
件
が
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
決
算
審
査
に

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第

２
３
３
条
第
２
項
及
び
同
法
第

２
４
１
条
第
５
項
の
規
定
に
よ

り
、
町
長
よ
り
審
査
に
付
さ
れ

た
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
外
特
別
会
計
の
決
算
並
び
に

諸
帳
簿
、
証
書
類
及
び
各
基
金

の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
鈴
木

邦
美
、緑
川
裕
之
監
査
委
員
が
、

去
る
８
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で

の
４
日
間
に
わ
た
り
、
決
算
資

料
あ
る
い
は
毎
月
行
っ
て
い
る

例
月
出
納
検
査
の
資
料
を
参
考

に
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
は
関

係
者
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎

重
に
審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
各

会
計
と
も
計
数
等
に
誤
り
は
な

く
、
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
は
、
適
正

な
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

　

基
金
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
従
っ
て
適
切
に
且

つ
効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
７
月
25
日
、
地

方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
町
長
よ
り
審

査
に
付
さ
れ
た
平
成
28
年
度
矢

祭
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
決
算
報
告
書
、
財
務

諸
表
、
事
業
報
告
書
、
付
属
書

類
あ
る
い
は
毎
月
行
っ
て
い
る

例
月
出
納
検
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
は
関

係
者
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎

重
に
審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
計

数
等
は
正
確
で
あ
り
、
事
業
の

経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
が
適

正
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
55
億
７
，
８

６
９
万
７
７
０
円
と
な
り
、
予

算
現
額
に
対
し
て
１
億
２
，
９

２
９
万
７
，
２
３
０
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
歳
出
決
算
額
は

53
億
７
，
７
３
６
万
１
，
９
０
８

円
と
な
り
、
予
算
現
額
に
対
し
て

３
億
３
，
０
６
２
万
６
，
０
９
２

円
の
不
用
額
が
生
じ
、
こ
の
内

１
億
５
，
４
３
６
万
円
が
繰
越
明

許
費
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
的
な

不
用
額
は
１
億
７
，
６
２
６
万
６
，

０
９
２
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
自
主
財
源
の

町
税
は
平
成
28
年
度
末
現
在

に
お
い
て
９
，
０
４
４
万
３
，

７
１
５
円
の
収
入
未
済
額
（
滞

納
額
）
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
収
納
率

は
０
・
１
％
上
が
っ
て
お
り
ま

す
が
、
徴
収
体
制
の
新
た
な
見

直
し
を
し
、
初
期
段
階
で
の
迅

速
な
対
応
な
ど
積
極
的
に
行
う

な
ど
し
て
新
た
な
未
収
金
の
発

生
を
防
ぎ
、
早
急
に
実
効
性
の

あ
る
体
制
に
強
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

収
支
の
状
況
は
、
平
成
28
年

度
の
実
質
収
支
額
は
１
億
８
，

１
６
５
万
円
で
前
年
度
の
実
質

収
支
額
を
差
し
引
き
ま
す
と
単

年
度
収
支
額
は
３
，
４
６
３
万

７
千
円
と
な
り
、
こ
れ
に
基
金

積
立
金
２
億
３
，
０
２
３
万
５

千
円
を
加
え
、
基
金
取
り
崩
し

額
１
億
４
，
４
６
３
万
６
千
円

を
差
し
引
き
ま
す
と
平
成
28
年

度
の
実
質
単
年
度
収
支
額
は
５
，

０
９
６
万
２
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
積
立
金
の
平
成

28
年
度
の
積
立
額
は
１
億
１
０

８
万
７
，
７
６
５
円
、
取
り
崩
し

額
は
１
億
円
で
あ
り
ま
す
。
し
た

が
い
ま
し
て
、
平
成
28
年
度
末
の

現
在
額
は
19
億
７
，
６
２
８
万

３
，
６
９
３
円
と
な
り
ま
す
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
発
行
額
は
11
億
９
，

４
６
８
万
６
千
円
で
償
還
額
が

３
億
２
，
８
４
１
万
円
で
あ
り

平
成
28
年
度
末
の
現
在
高
は

48
億
４
，
６
４
４
万
３
千
円

と
な
り
、
前
年
度
末
よ
り
も

８
億
６
，
６
２
７
万
６
千
円
の

増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

国
保
税
の
収
入
未
済
額
（
滞
納

額
）
が
、
昨
年
度
よ
り
増
額
と

な
り
１
億
５
３
４
万
２
３
１
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
保
事
業
の

円
滑
な
運
営
を
図
る
上
か
ら
も
、

未
収
入
額
の
徴
収
に
は
、
な
お
、

一
層
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
そ
の
外
６
特
別
会

計
は
、
一
部
の
会
計
に
お
い
て
は
、

収
入
未
済
額
（
滞
納
額
）
が
生

じ
て
お
り
、
徴
収
に
一
層
の
努
力

を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
剰
余
金
が
生
じ
て
決

算
を
了
し
、
関
係
諸
帳
簿
・
証

書
類
等
の
整
理
・
保
管
に
つ
い
て

は
良
好
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

水
道
使
用
料
の
未
収
金
（
滞

納
額
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

と
比
較
し
１
８
２
万
３
，
３
４

５
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
努

力
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
水
道
事
業
の
中

で
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
未
収
金
（
滞
納
額
）
の

回
収
に
は
、
更
な
る
努
力
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

法
律
に
基
づ
き
市
町
村
で

は
、
毎
年
度
決
算
の
た
び
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

の
決
算
で
は
、
実
質
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
と
も
に
黒
字
で
赤

字
額
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
は
健
全
化
判
断
基
準
を

大
き
く
下
回
り
良
好
な
財
政
の

健
全
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
審
査
に
つ
い
て
も
適
正

に
作
成
さ
れ
て
お
り
意
見
書
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
。
町
当
局

の
日
頃
の
ご
精
励
に
敬
意
を
表

し
審
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

鈴　

木　

邦　

美

　

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

緑　

川　

裕　

之

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定

第
１
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
２
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
（
認
定
第
３
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
４
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定
第
５

号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
６
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定（
認
定
第
７
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
８
号
）

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
認
定
（
認
定
第
９
号
）

　

認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
８

号
は
、
去
る
８
月
７
日
か
ら
10

日
ま
で
の
４
日
間
、
認
定
第
９

号
は
、
去
る
７
月
25
日
に
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
ま
し
た
の

で
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し

て
議
会
の
認
定
に
付
す
る
も
の

で
す
。
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特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

一

般

会

計

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
良
好

決

算

認

定

報　
　
　

告

会　　計　　名 歳 入 額 歳 出 額
一 　 般 　 会 　 計 5,578,690,770 5,377,361,908
特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 839,025,069 823,804,045
工 場 団 地 造 成 事 業 2,867,221 610,688
宅 地 造 成 事 業 2,125,218 1,181,649
農業集落排水処理事業 31,360,183 29,985,341
介 護 保 険 581,201,668 514,035,403
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 137,610,822 136,626,966
霊 園 事 業 2,350,490 1,525,920

水 道 事 業
（収益的収支） 167,851,412 126,858,903
（資本的収支） 130,790,030 163,412,535

　 基 金 名 　 平成28年度末現在高

矢 祭 町 土 地 開 発 基 金 99,870,582

矢祭町ふるさと水と土保全基金 10,390,762

矢 祭 町 福 祉 基 金 464,425,382

矢 祭 町 減 債 基 金 490,408,117

矢祭町 21・ふるさと人づくり基金 110,080,978

矢 祭 町 ふ るさとづくり基 金 10,098,487

矢 祭 町 地 域 産 業 振 興 基 金 300,135,659

矢 祭 町 地 域 振 興 基 金 63,842

矢 祭 町 学 校 基 金 13,618,866

矢 祭 町 高 田 基 金 103,498,734

矢祭もったいない図書館基金 1,137,800

矢 祭 町 復 興 基 金 16,935,675

矢 祭 町 財 政 調 整 基 金 1,976,283,693

国民健康保険給付費支払準備基金 3,490,793

介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 4,000,000

矢 祭 町 霊 園 管 理 運 営 基 金 250,056

合　　　　　計 3,604,689,426

平成28年度　基金別決算状況
（単位：円）

平成２８年度 各会計別決算状況
（単位：円）



　
　

調
査
は
既
に
終
わ
っ
て
い

る
は
ず
な
の
だ
が
、
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

昨
年
度
、
消
防
水
利
・
防
火

水
槽
の
看
板
の
調
査
を
行
っ

た
。
今
年
度
中
に
新
設
、
又
は

交
換
を
行
な
い
た
い
。

　
　

地
下
式
消
火
栓
の
明
示

等
、
看
板
の
調
査
も
今
後
考
え

て
頂
き
た
い
が
、
そ
の
辺
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
後
調
査
を
し
て
必
要
が
あ

れ
ば
設
置
を
考
え
た
い
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
町
道
、
広
域
的
な
農
道
・

林
道
の
草
刈
り
作
業
の
委
託
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
町
で
管
理
を
行
な
っ

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
予

算
の
範
囲
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
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◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て（
報
告
第
２
号
）

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
悪
化
し
た

団
体
に
対
し
て
早
期
に
健
全
を

促
す
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
と

し
て
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
４
つ

の
指
標
と
公
営
企
業
会
計
の
資

金
不
足
比
率
が
平
成
19
年
度
決

算
よ
り
議
会
へ
の
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
同
法

第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
監
査

委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に

報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
継
続
費

精
算
報
告
書
に
つ
い
て
（
報
告

第
３
号
）

　

平
成
26
年
度
に
継
続
費
を
設

定
し
た
矢
祭
小
学
校
校
舎
・
体

育
館
・
プ
ー
ル
等
建
設
工
事
及

び
同
工
事
に
伴
う
監
理
委
託
に

つ
い
て
の
継
続
費
精
算
報
告
書

を
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１

４
５
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
８
号　

平
成
29
年
度

矢
祭
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
49
号
）

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
増
額
が
補
正
の
主

な
内
容
で
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
専
決
処
分
を
し
ま
し
た
の
で
、

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
特
別
措
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
50
号
）

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
第
31
条
、
地
方
税
の
課
税

免
除
又
は
不
均
一
課
税
に
伴
う

措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等
を

定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
課
税
免
除
期
間
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
復
興
産
業
集
積
区
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
議
案
第
51
号
）

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
第
43
条
、
地
方
税
の
課
税

免
除
又
は
、
不
均
一
課
税
に
伴

う
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等

を
改
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
課
税
免
除
期
間
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん

誕
生
祝
金
等
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
52
号
）

　

条
例
第
３
条
第
１
項
第
２
号

並
び
に
第
３
号
、
受
給
資
格
と

申
請
及
び
支
給
に
関
す
る
条
文

を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
請
負
契

約
の
締
結
（
議
案
第
53
号
）

　

平
成
29
年
９
月
７
日
に
入
札

を
執
行
し
た
平
成
29
年
度
矢
祭

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
築
工

事
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

　

制
限
付
一
般
競
争
入
札
に
よ

　

る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　
　

　

２
３
６
，５
２
０
，０
０
０
円

　

（
う
ち
消
費
税
額

１
７
，５
２
０
，０
０
０
円
）

○
契
約
の
相
手
方

　

福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町　

　

大
町
１
９
２
番
地

　

高
田
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

佐
藤　

勝
栄

◎
平
成
29
年
度
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
議
案
第
54
号
）

　

平
成
29
年
９
月
７
日
に
入
札

を
執
行
し
た
平
成
29
年
度
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
新
築
工
事
に
つ
い

て
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

　

制
限
付
一
般
競
争
入
札
に
よ

　

る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　
　

　

６
９
２
，１
７
２
，０
０
０
円

　

（
う
ち
消
費
税
額

　

５
１
，２
７
２
，０
０
０
円
）

○
契
約
の
相
手
方

　

茨
城
県
水
戸
市
備
前
町
６
番

　

43
号

　

株
式
会
社
田
村
工
務
店

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
嵜　

武
夫

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
55
号
）

　

地
方
交
付
税
及
び
地
方
特
例

交
付
金
の
確
定
、
国
県
支
出
金

の
増
額
、
平
成
28
年
度
繰
越
金

の
確
定
に
よ
る
増
額
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
の
減
額
、
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
、
町
道
下

関
河
内
小
学
校
線
改
良
工
事
、

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
プ
ー
ル
改
修

工
事
に
よ
る
補
正
が
主
な
内
容

で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
56
号
）

　

国
民
健
康
保
険
税
、
国
庫
支

出
金
、
療
養
給
付
費
交
付
金
の

増
減
、
退
職
被
保
険
者
等
高
額

療
養
費
、
介
護
納
付
金
、
一
般

被
保
険
者
償
還
金
、
予
備
費
の

増
減
に
よ
る
補
正
が
主
な
内
容

で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
57
号
）

　

平
成
28
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
58
号
）

　

平
成
28
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
59
号
）

　

平
成
28
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
60
号
）

　

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
う
介

護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
の
事
業

費
確
定
に
伴
う
国
庫
支
出
金
等

の
償
還
、一
般
会
計
へ
の
繰
出
、

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
、
平

成
28
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
よ

る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
61
号
）

　

平
成
28
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
62
号
）

　

平
成
28
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
議
案
第
63
号
）

　

公
有
建
物
災
害
共
済
金
の
増

額
、
沈
殿
池
の
清
掃
作
業
費
、

配
水
池
の
除
草
作
業
費
、
水
道

補
償
工
事
補
償
金
の
増
額
、
水

道
管
布
設
替
工
事
等
に
よ
る
工

事
請
負
費
の
増
額
が
補
正
の
主

な
内
容
で
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
（
議
案
第
64
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に

　

片
野　

宗
和

氏

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
小
野
沢
常
会
長
鈴
木
政
一
様

外
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し

た
。

○
町
道
小
野
沢
東
線
道
路
改
良

に
関
す
る
陳
情

◎
新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番

１
号

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進

議
員
連
盟
会
長
板
垣
一
徳
様
よ

り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

に
関
す
る
意
見
書
採
択
」
に
関

す
る
陳
情

※任期は平成29年10月1日から
　　平成33年9月30日まで

緑川裕之議員

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
12
日
に
行
わ
れ
、
６
議
員
が
登
壇

し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

消
防
・
福
祉
・

　
　

保
健
一
般
行
政

質
問　

消
防
水
利
看
板
の
設
置

に
つ
い
て

問

問 答答 問

答

質
問　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
年

金
受
給
者
の
収
入
増
に
つ
い
て

条　
　

例

平成29年度各会計別予算補正状況（９月第５回定例会）
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額

一　 般　 会　 計 4,312,069 145,618 4,457,687

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 868,821 △ 7,505 861,316

工場団地造成事業 2,402 763 3,165

宅 地 造 成 事 業 6,105 339 6,444

農業集落排水処理事業 28,759 274 29,033

介 護 保 険 540,233 59,316 599,549

後期高齢者医療保険 139,168 973 140,141

霊 園 事 業 546 759 1,305

水道事業

収益的収入 151,795 260 152,055

収益的支出 131,067 2,611 133,678

資本的収入 140,981 3,000 143,981

資本的支出 164,190 9,842 174,032

報　

　

告

平成 29 年度介護保険特別会計予算補正状況（専決第８号）

（単位：千円）

会計名 既定額 補正額 予算総額

介護保険特別会計 540,233 0 540,233

専

決

処

分

契　
　

約

人

事

案

件

陳　
　
　

情

補

正

予

算
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ン
タ
ー
へ
委
託
し
て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
林
道
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　
　

事
業
課
長

　

年
２
回
ほ
ど
実
施
し
て
い

る
。
１
回
目
は
愛
護
組
合
で
実

施
し
て
い
る
が
、
２
回
目
は
町

の
方
で
シ
ル
バ
ー
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
る
状
況
。

　
　

高
齢
者
の
収
入
源
に
対
し

て
町
の
考
え
は
あ
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

個
人
個
人
へ
の
助
成
と
い
う

の
は
大
変
難
し
い
も
の
が
あ

る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
多
少

で
は
あ
る
が
収
入
を
得
ら
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
対
応
の
健
康
診
断
は
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
金
事

業
を
行
な
っ
て
は
ど
う
か
、
町

の
考
え
を
伺
う
。　

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

受
診
項
目
で
基
本
項
目
と
一

定
の
基
準
の
下
、
医
師
が
必
要

と
認
め
た
場
合
に
実
施
す
る
詳

細
な
検
診
項
目
を
全
員
に
受
診

し
て
頂
き
、
更
に
追
加
項
目
と

し
て
尿
酸
・
推
定
食
塩
摂
取
量

の
検
査
も
行
っ
て
い
る
。
検
診

の
受
診
率
を
さ
ら
に
高
め
る
よ

う
に
努
力
を
し
て
参
り
た
い
。

　
　

税
金
納
付
、
各
種
証
明
書

発
行
に
つ
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
対

応
を
進
め
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

税
金
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
対
応

に
つ
い
て
は
、
少
数
の
町
民
の

利
便
性
向
上
に
は
つ
な
が
る

が
、
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
、
そ

の
後
の
手
数
料
等
を
考
え
る
と

逆
に
税
金
収
納
に
相
当
の
町
税

を
投
入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

の
で
、
現
状
す
ぐ
に
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

住
民
票
と
各
種
証
明
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が
必

須
条
件
と
な
る
。
現
在
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
６
・
８
％
の

低
発
行
率
と
シ
ス
テ
ム
構
築
費

用
を
考
え
る
と
時
期
尚
早
と
考

え
る
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
対
応
に
す
る
こ

と
で
税
金
の
未
収
が
減
る
と
思

う
が
、そ
の
辺
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

シ
ス
テ
ム
構
築
を
し
て
も
徴

収
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
ら
な
い

と
考
え
る
。
税
金
の
徴
収
に
つ

い
て
は
、
口
座
振
替
の
推
進
が

一
番
か
な
と
思
う
。
収
納
率
の

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

　
　

本
町
は
国
道
や
県
道
が

通
っ
て
お
り
、
東
京
湾
や
関
東

圏
の
港
で
陸
揚
げ
さ
れ
た
コ
ン

テ
ナ
を
積
ん
だ
車
両
が
往
来
し

て
お
り
心
配
す
る
処
だ
が
、
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

県
か
ら
市
町
村
に
対
す
る
対

策
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
内
陸

部
で
の
確
認
は
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
む
や
み
に
不
安
を
あ
お

る
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
え
か

ら
現
時
点
で
は
状
況
を
見
守
り

た
い
。

　
　

木
製
遊
具
や
玩
具
を
豊
富

に
使
っ
た
遊
び
場
を
町
に
一
ヵ

所
室
内
に
設
置
す
れ
ば
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
利
用
可
能
と
な
る

が
、
町
と
し
て
新
た
な
子
育
て

支
援
施
設
を
考
え
て
い
る
の
か

ど
う
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

新
し
い
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
カ

ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
専
用
の
部
屋

を
準
備
し
て
い
る
。

　
　

で
き
れ
ば
、
０
歳
か
ら
小

学
低
学
年
ま
で
の
木
の
室
内
遊

具
施
設
を
考
え
て
み
て
頂
け
れ

ば
と
思
う
が
。

　
　

町
長

　

石
井
小
学
校
跡
の
カ
ン
ガ

ル
ー
く
ら
ぶ
を
利
用
し
て
も
ら

い
、
そ
の
後
に
お
い
て
必
要
で

あ
れ
ば
将
来
の
検
討
課
題
と
し

て
考
え
て
参
り
た
い
。

　
　

県
道
下
関
河
内
小
生
瀬
線

の
狭
い
所
に
土
の
う
が
積
ま
れ

た
状
態
で
今
後
改
善
（
工
事
）

さ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
拡
幅
工

事
は
行
わ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

管
理
者
で
あ
る
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
大
型
土
の
う
は
東

日
本
大
震
災
の
際
の
小
規
模
落

石
へ
の
対
応
で
あ
り
、
今
後
法

面
の
状
況
等
を
確
認
し
、
道
路

の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
撤

去
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
回

答
で
あ
る
。

　

拡
幅
工
事
の
予
定
は
、
早
期

事
業
化
は
難
し
い
状
況
で
、
視

距
確
保
等
に
よ
り
車
両
交
通
の

安
全
確
保
を
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

３
名
が
退
職
し
１
名
採
用

し
た
が
業
務
に
支
障
は
な
い

か
、
現
在
の
業
務
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

グ
ル
ー
プ
内
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
、
職
員
一
丸
で
業
務
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
支
障
は
生

じ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

答

答

答 問

問

答 問

　
　

職
員
の
年
次
休
暇
と
代
替

え
休
暇
取
得
状
況
を
聞
き
た
い
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
の

３
カ
年
間
で
、
職
員
１
人
当
た

り
１
年
間
で
５
・
２
日
か
ら
５
・

４
日
の
取
得
日
数
と
な
っ
て
い

る
。
代
休
は
平
均
４
割
か
ら
５

割
の
取
得
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　

遊
休
農
地
の
軽
減
が
外

れ
、
課
税
強
化
に
よ
り
勧
告
し

た
遊
休
農
地
面
積
の
調
査
結
果

と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
時
点
で
は
、
勧
告
を
出
す

と
い
う
実
績
は
な
い
。
０
件
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

滞
納
整
理
班
に
よ
る
活
動

の
現
状
と
実
績
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

平
成
28
年
度
の
状
況
で
、
滞

納
整
理
班
、
税
務
グ
ル
ー
プ
併

せ
て
１
４
０
回
の
活
動
で
あ
る
。

徴
収
額
６
０
０
万
円
余
り
で

早
番
遅
番
日
直
併
せ
る
と
１
，

１
０
０
件
余
り
が
通
常
業
務
時

間
外
の
実
績
と
な
る
。

　
　

28
年
度
の
漏
水
件
数
と
主

な
原
因
を
聞
き
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

漏
水
件
数
は
４
件
で
、
主
な

原
因
は
配
管
の
老
朽
化
と
考
え

て
い
る
。

　
　

修
繕
費
用
は
総
額
い
く
ら

か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　

　

79
万
６
，９
２
８
円
で
あ
る
。

　
　

水
源
地
及
び
ポ
ン
プ
場
等

の
管
理
は
現
在
ど
の
よ
う
に
行

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

委
託
業
者
が
週
２
回
巡
回
を

し
て
確
認
し
て
い
る
。

　
　

ポ
ン
プ
場
周
辺
が
荒
れ
て

い
る
状
態
で
管
理
し
て
い
る
と

は
思
え
な
い
が
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

草
刈
り
は
、
主
だ
っ
た
管
理

施
設
、
配
水
池
を
年
２
回
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
い
る
。
担
当
に
順
次
、
施
設

の
状
況
確
認
を
さ
せ
注
意
を
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
　

28
年
度
の
未
納
件
数
と
未

納
額
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

２
９
５
人
で
、
未
納
額
１
，

１
５
９
万
２
，
３
７
８
円
で
あ

る
。

　
　

未
納
者
に
対
す
る
対
応
と

対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

悪
質
な
未
納
者
に
つ
い
て

は
、
水
道
給
水
の
停
止
等
も
含

め
納
入
を
促
進
し
て
ま
い
り
た

い
。

　
　

滞
在
型
観
光
促
進
事
業
・

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事

業
・
観
光
資
源
整
備
事
業
の
現

状
と
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

20
年
後
の
矢
祭
山
公
園
を
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、滞
在
型
観
光
促
進
事
業
・

観
光
資
源
整
備
事
業
を
組
み
合

わ
せ
た
施
策
と
し
て
事
業
化
し

た
。
今
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
は
、
計
８
回
を
予
定

し
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
は
、
目
白
大
学
農
業
体
験

を
引
き
続
き
実
施
し
、
さ
ら
に

国
の
農
泊
推
進
事
業
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
協
議
会
設
立
も
含

め
検
討
し
て
い
る
。

　
　

観
光
資
源
を
う
ま
く
活
か

し
た
具
体
的
な
施
策
を
進
め
て

ほ
し
い
。
そ
の
辺
に
つ
い
て
の

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

新
し
い
事
業
は
い
く
つ
か
打

ち
出
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

も
の
に
も
積
極
的
に
目
を
向
け

た
上
で
評
価
い
た
だ
き
た
い
。

足
り
な
い
部
分
は
改
善
し
て
い

き
た
い
の
で
助
言
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。

　
　

矢
祭
山
商
店
会
と
の
意
見

交
換
後
の
対
策
を
聞
き
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

観
光
協
会
の
幹
事
会
で
の
議

論
が
中
心
な
の
で
、
町
と
し
て

お
答
え
す
る
と
い
う
立
場
に
は

な
い
が
、
今
年
度
の
観
光
協
会

総
会
で
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
８
月
６
日
に
矢
祭

山
ク
リ
ー
ン
＆
ハ
イ
キ
ン
グ
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　
　

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

案
内
板
の
修
繕
計
画
を
聞
き
た

い
。

　
　

事
業
課
長

　

計
画
的
に
修
繕
が
出
来
れ
ば

理
想
か
と
思
う
が
、
現
状
は
そ

の
都
度
対
応
と
い
う
形
で
検
討

し
て
い
く
。

　
　

戸
津
辺
の
桜
の
木
質
案
内

板
が
腐
食
し
た
。
修
繕
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
が
別
に
設
置
し
た
大
き
な

看
板
で
分
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
改
修
す
る
よ
り
は
撤

去
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
判
断
す
る
。
地
域
で
撤
去

し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
し
が
ま

と
ま
れ
ば
町
で
行
う
。

　
　

低
温
日
照
不
足
に
よ
る
農

作
物
へ
の
影
響
を
聞
き
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

町
内
で
深
刻
な
状
況
が
発
生

し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
情
報

自
体
は
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い

が
、
Ｊ
Ａ
や
県
と
連
絡
を
密
に

し
て
い
く
。

　
　

農
家
へ
の
指
導
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
い

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
き

た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

Ｊ
Ａ
や
県
の
農
林
事
務
所
に

指
導
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
。
連

絡
調
整
す
る
中
で
、
町
で
出
来

る
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

問

問

27

質
問　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
金

事
業
に
つ
い
て

質
問　

税
金
納
付
、
各
種
証
明

書
発
行
に
つ
い
て

鈴木　一議員

環
境
・
福
祉
・
建
設
行
政

質
問　

特
定
外
来
生
物（
ヒ
ア
リ
）

対
策
に
つ
い
て

質
問　

子
育
て
支
援
施
設（
室
内

木
製
遊
具
広
場
）の
充
実
に
つ
い
て

問答問答問答

問答

問

青砥安彦議員

一
般
・
水
道
・

　
　

観
光
・
農
業
行
政

質
問　

職
員
体
制
に
つ
い
て

質
問　

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
賑
わ

い
創
出
に
つ
い
て
伺
う

問

質
問　

道
路
環
境
整
備（
県
道

１
９
５
号
）に
つ
い
て

問

問

答

答答答

答問

答 問問 質
問　

漏
水
等
に
つ
い
て

質
問　

税
務
に
つ
い
て

質
問　

水
道
関
連
施
設
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

水
道
料
金
未
納
に
つ
い
て

質
問　

総
合
計
画
に
掲
げ
た

施
策
に
つ
い
て

答答

問答 問

答 問答 問

答

問

問

答

答質
問　

観
光
案
内
板
に
つ
い
て

質
問　

天
候
不
順
対
策
に
つ
い
て

問

問

答答

問 答問 答答



　
　

住
民
の
避
難
手
順
を
定
め

た
地
方
自
治
体
の
行
動
計
画

「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
作
成
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
尋
ね
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
時
点
で
は
作
成
し
て
い
な

い
。

　
　

い
つ
ご
ろ
作
成
予
定
を
し

て
い
る
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

県
南
方
部
水
害
対
策
協
議
会

で
策
定
す
る
よ
う
促
進
さ
れ
た

場
合
に
は
近
隣
市
町
村
と
協
議

を
重
ね
、
警
察
署
、
消
防
署
等

と
協
議
し
作
成
す
る
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。

　
　

本
町
を
流
れ
る
久
慈
川
で

堤
防
の
な
い
区
域
が
あ
る
が
、

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
堤
防
が
必
要
で

あ
る
。
本
町
の
防
災
対
策
を
尋

ね
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

台
風
・
大
雨
時
に
お
い
て
は

水
位
計
を
注
視
し
な
が
ら
的
確

に
避
難
準
備
や
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
を
出
し
て
参
り
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

堤
防
の
計
画
は
県
の
所
管
と

な
る
が
、
現
時
点
で
進
捗
に
関

し
て
予
定
と
し
て
は
中
々
見
え

て
こ
な
い
状
況
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
　

本
町
で
も
交
通
量
の
多
い

国
道
が
通
学
路
に
な
っ
て
い

る
。
事
故
防
止
フ
ェ
ン
ス
や
段

差
を
つ
け
る
施
策
な
ど
交
通
事

故
防
止
対
策
が
急
務
だ
と
思
う

が
、
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
県
へ
要
望
を
あ
げ
る

際
、
歩
道
の
な
い
部
分
が
重
点

的
な
要
望
に
な
る
た
め
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
既
存
の
歩
道
の
改

良
の
と
こ
ろ
ま
で
は
中
々
対
応

し
き
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ

る
。

　
　

桃
ノ
木
区
内
の
空
家
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
度
重
な
る
地
震
で
さ
ら

に
危
険
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
町
と
し
て
は
ど
う

い
う
対
策
を
考
え
る
か
尋
ね

る
。

　
　

事
業
課
長

　

空
き
家
所
有
者
か
ら
現
時
点

で
は
回
答
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

管
理
を
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
方
と
連
絡
を
取
り

始
め
た
と
い
う
段
階
で
あ
る
。

　
　

水
郡
線
が
走
る
福
島
県
、

茨
城
県
の
行
政
や
市
町
村
行
政

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
連
携
し
、
観

光
行
政
の
推
進
や
水
郡
線
の
活

性
化
推
進
の
た
め
に
定
期
的
に

観
光
列
車
の
運
行
が
地
域
発
展

に
貢
献
す
る
と
思
う
。
本
町
の

観
光
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

事
業
課
長

　

町
と
し
て
も
Ｄ
Ｃ
等
の
機
会

を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
を
図

る
機
会
が
増
え
、
Ｊ
Ｒ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
と

い
う
連
携
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
今
後
も
Ｊ
Ｒ
と
連
携
を

積
極
的
に
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

戸
津
辺
の
桜
の
年
間
来
客

数
、
滝
川
渓
谷
、
矢
祭
山
公
園

の
来
場
者
は
年
間
ど
の
く
ら
い

な
の
か
尋
ね
る
。

　
　

事
業
課
長

　

戸
津
辺
の
桜
は
、
ピ
ー
ク
時

に
は
収
容
可
能
台
数
40
台
弱
の

駐
車
場
が
終
日
満
車
で
、
国
道

近
く
ま
で
30
台
近
い
車
の
列
が

出
来
る
と
い
う
状
況
で
、
相
当

数
が
訪
れ
て
い
る
。
矢
祭
山
公

園
は
Ｈ
28
年
度
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

や
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
案
内
施
設
の

利
用
者
数
が
３
，１
８
５
名
で
、

観
光
客
数
は
お
よ
そ
年
間
６
万

人
と
い
う
数
字
を
県
等
に
報
告

し
て
い
る
。
滝
川
渓
谷
は
滝
川

の
里
利
用
者
数
を
ベ
ー
ス
に
平

成
28
年
度
２
万
１
，
０
０
０
人

と
推
計
し
て
い
る
。

　
　

県
は
「
学
び
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
推
進
事
業
を
始
め
た

が
、
事
業
概
要
と
本
町
の
取
り

組
み
を
尋
ね
る
。

　
　

教
育
長

　

授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
家
庭

学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
２
つ
の

柱
を
掲
げ
行
っ
て
い
る
指
定
授

業
で
あ
り
、
国
語
科
・
算
数
科
・

数
学
科
の
指
導
助
言
を
行
っ
て

い
く
。
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は

校
内
研
修
の
実
質
化
を
図
る
た

め
管
理
職
を
中
心
と
し
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
確
立
と
研
修
の
充

実
を
目
指
し
、
家
庭
学
習
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
は
、
小
中
学
校
９
年

間
を
見
据
え
て
家
庭
学
習
の

ル
ー
ル
や
内
容
、
方
法
な
ど
を

掲
載
し
て
効
果
的
な
家
庭
学
習

の
充
実
を
図
る
。
本
町
で
は
、

矢
祭
中
学
校
が
理
数
教
育
優
秀

教
員
活
用
事
業
に
よ
り
学
習
指

導
の
改
善
を
図
っ
た
。
矢
祭
小

学
校
は
学
び
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

推
進
事
業
に
は
指
定
さ
て
い
な

い
が
、
関
連
し
た
定
着
確
認

シ
ー
ト
活
用
授
業
や
要
請
訪
問

に
よ
り
指
導
を
受
け
て
学
力
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

福
島
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
・
Ｆ
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
制
度
へ
の
本
町
の
取
り
組

み
と
生
産
者
の
支
援
・
指
導
策

は
あ
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　

事
業
課
長

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
知
度
が
ほ
ぼ
皆

無
と
い
う
状
況
で
、
こ
れ
か
ら

の
課
題
か
な
と
感
じ
て
い
る
。

県
主
催
の
研
修
会
等
に
担
当
職

員
を
派
遣
す
る
な
ど
対
応
を
進

め
て
お
り
、
経
営
農
業
者
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
推
進
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

28

　
　

石
井
小
学
校
跡
地
に
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
福
祉
施
設

の
進
捗
状
況
と
開
設
運
営
の
行

動
予
定
を
伺
い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
２
月
末
ま
で

の
工
期
で
、
工
事
完
成
後
に
関

係
団
体
が
入
所
し
、
平
成
30
年

度
当
初
に
は
業
務
を
開
始
し
た

い
。
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
９
月
14
日
ま

で
の
工
期
で
、
木
造
平
屋
建
て

準
耐
火
構
造
で
新
築
を
す
る
。

平
成
30
年
の
秋
も
し
く
は
そ
れ

以
降
に
開
所
し
た
い
。

　
　

時
期
の
遅
れ
に
よ
っ
て
入

札
し
た
額
が
今
の
時
点
で
変
更

要
因
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

工
期
の
遅
れ
に
よ
っ
て
額
が

上
が
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

と
思
う
が
、
工
事
の
変
更
が
あ

る
か
な
い
か
は
工
期
の
遅
れ
と

は
関
係
な
し
に
想
定
し
得
る
も

の
で
あ
る
の
で
、
変
更
契
約
は

念
頭
に
置
い
て
工
事
監
理
は
進

め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、

現
行
の
部
署
の
移
動
体
制
の
指

示
、
計
画
を
組
ん
で
現
場
に
指

導
を
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
尋

ね
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
行

す
る
部
署
は
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
務
局
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
町
か
ら
は
介
護
保
険

を
中
心
と
す
る
高
齢
福
祉
関
係

で
あ
る
が
、
正
式
決
定
で
は
な

く
、
現
時
点
で
内
部
で
調
整
を

し
て
進
め
て
い
る
。

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
町
直

営
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
詳
細

に
つ
い
て
詰
め
て
い
き
た
い
。

　
　

移
動
後
の
現
在
の
施
設

は
、
今
後
、
現
段
階
と
し
て
ど

の
様
な
方
向
で
考
え
て
い
る
の

か
尋
ね
る
。

　
　

町
長

　

保
健
師
・
栄
養
士
・
カ
ン
ガ

ル
ー
く
ら
ぶ
が
移
動
す
る
予
定

で
あ
る
の
で
、
開
発
セ
ン
タ
ー

を
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
使
い
た
い
と
い
う
意
向
で

あ
る
。
現
在
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
所
は
今
の
と
こ
ろ
、

後
の
使
用
目
的
は
決
め
て
い
な

い
が
何
ら
か
の
有
効
活
用
を
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

買
物
弱
者
対
策
事
業
の
そ

の
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

ヘ
ル
パ
ー
を
活
用
し
た
要
配

慮
者
へ
の
支
援
体
制
が
整
っ

た
。
更
な
る
利
用
拡
大
に
向
け

て
体
制
構
築
を
図
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
登
録
者
は
５
名
で

あ
る
。
今
後
は
弱
者
の
み
な
ら

ず
一
般
的
な
利
用
者
に
対
し
て

の
検
討
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

買
い
物
支
援
は
見
守
り
活

動
で
も
あ
る
。
町
が
単
独
で
や

る
の
で
は
な
く
郵
便
局
な
ど
と

連
携
し
て
情
報
交
換
を
し
な
が

ら
今
後
も
っ
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
可
能
性
は
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

独
居
老
人
の
健
康
確
認
等
に

つ
い
て
は
、
現
在
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
願
い
を
し
て
安
全
確

認
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
就

業
状
況
と
内
容
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
３
名
が
着
任
し
て
い

る
。
慣
れ
る
ま
で
の
き
っ
か
け

と
し
て
町
が
オ
ー
ダ
ー
を
出
し

て
い
る
部
分
と
独
自
に
事
業
を

見
つ
け
て
い
る
部
分
が
あ
り
、

一
人
一
人
に
指
示
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
３
人
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、

自
主
的
に
事
業
を
構
成
し
活
動

を
し
て
い
る
。

　
　

観
光
案
内
施
設
及
び
バ
ン

ガ
ロ
ー
、
舘
山
ラ
ン
ド
等
の
施

設
利
用
に
つ
い
て
、
老
朽
化
や

設
備
備
品
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

大
き
な
予
算
が
か
か
ら
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
速
や
か
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。
水
回
り
部
分
な
ど
大

き
な
工
事
に
な
る
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、
国
の
交
付
金
利
用
等

を
考
え
要
望
を
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
は
、
今
回
シ

ス
テ
ム
構
築
さ
れ
た
と
お
り
に

動
い
た
の
か
。
不
備
が
あ
っ
た

場
合
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て

修
正
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

屋
外
に
い
る
人
た
ち
に
も
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
ど

ん
な
方
法
を
用
い
る
べ
き
な
の

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

８
月
29
日
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は

正
常
に
稼
働
し
た
。
屋
外
に
つ

い
て
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る

た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
は
Ｉ

Ｐ
告
知
端
末
に
よ
る
屋
内
へ
の

周
知
で
あ
る
。

　
　

町
長　

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
国
の
情
報
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
町
へ

は
別
ル
ー
ト
の
情
報
は
な
い
。
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佐川正一郎議員

防
災
・
建
設
・

　
　
　

観
光
行
政

質
問　

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問　

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

質
問　

観
光
推
進
対
策
に
つ
い
て

質
問
「
学
び
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

推
進
事
業
に
つ
い
て

鈴木正美議員

福
祉
・
産
業
行
政

質
問　

福
祉
施
設
の
進
捗
状
況

と
開
設
運
営
に
つ
い
て

問

答

答

問

質
問　

買
物
弱
者
対
策
事
業

に
つ
い
て

問答

答

問

問答 問

答 問

質
問　

Ｇ
Ａ
Ｐ
・
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
制
度

答

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て

質
問　

観
光
案
内
施
設
及
び

バ
ン
ガ
ロ
ー
、
舘
山
ラ
ン
ド

等
の
施
設
利
用

問答問答問

答

問 答

問答問

答
答 問

答 問答 問

答

答

問

菊池淳之議員

防
災
・
保
健
・
一
般
・

　

土
木
・
観
光
・
教
育
行
政

質
問　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
つ
い
て

答 問答



・
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管

　

理
10
月
24
日

〈
工
事
現
場
進
捗
状
況
・
踏
査
〉

・
平
成
28
年
度
軽
費
老
人
ホ
ー

　

ム
敷
地
造
成
工
事

・
平
成
29
年
度
軽
費
老
人
ホ
ー

　

ム
新
築
工
事

・
平
成
29
年
度
矢
祭
町
保
健
福

　

祉
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

・
水
道
基
幹
改
良
工
事
配
水
管

　

布
設
替
第
１
回
工
事
（
戸
塚

　

字
大
子
沢
地
内
）

・
平
成
29
年
度
林
道
大
沢
線
舗

　

装
工
事

・
平
成
29
年
度
林
道
内
川
町
・

　

平
畑
線
舗
装
工
事

・
水
道
基
幹
改
良
工
事
配
水
管

　

布
設
替
第
２
回
工
事
（
内
川

　

字
峠
遠
目
地
内
）

・
平
成
29
年
度
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

　

空
調
機
修
繕
等
工
事

・
平
成
29
年
度
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

防
水
修
繕
等
工
事

・
平
成
29
年
度
流
水
プ
ー
ル
浴

　

槽
改
修
工
事

・
防
火
水
槽

　

【
№
３
（
東
舘
字
舘
本
33
）】

・
防
火
水
槽

　

【
№
12
（
宝
坂
字
入
宝
坂
53
―

　
　

３
）】

・
防
火
水
槽

　

【
№
20
（
下
関
河
内
字
上
古

　

宿
25
―

１
屯
所
前
）】

　10 月 26 日（木）、本町の「ユーパル

矢祭」において、郡内４町村の議会議員

の研修会が行われました。

東北大学情報科学研究科准教授 河村和

徳氏を講師に、メインテーマ「魅力ある

町村議会の構築と議員活動」と題し講義

を受けました。研修会終了後は、講師を

囲んで研修会参加議員等との懇談会を行

ないました。

10
月
25
日

〈
学
校
及
び
出
先
機
関
〉

・
矢
祭
小
学
校
、中
央
公
民
館
、

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
や
ま

　

つ
り
こ
ど
も
園

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
10
月

16
日
、
17
日
、
24
日
、
25
日
の

４
日
間
、
鈴
木
邦
美
、
緑
川
裕

之
監
査
委
員
は
財
務
に
関
す
る

事
務
の
執
行
や
町
の
経
営
に
係

る
事
業
の
管
理
、
工
事
内
容
と

進
捗
状
況
、
各
学
校
、
町
の
出

先
機
関
の
監
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

◎
監
査
内
容

10
月
16
日
か
ら
17
日

・
町
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の

　

執
行

30

屋
外
に
い
る
方
は
多
分
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
に
情
報

が
入
っ
て
く
る
の
で
、
そ
う
し

た
も
の
で
情
報
を
得
て
頂
き
た

い
。

　
　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
変

更
に
町
の
要
望
を
話
せ
る
場
が

必
要
と
考
え
る
。
町
の
対
応
を

伺
う
。　

　
　

町
長

　

本
町
は
県
内
で
も
一
番
安
い

健
康
保
険
料
を
維
持
し
て
き
て

い
る
が
、
県
が
保
険
者
に
な
る

と
斟
酌
は
出
来
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
激
変
緩
和
期
間
は

あ
る
と
思
う
の
で
、
措
置
を
講

じ
な
が
ら
保
険
者
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
に
そ
う
し
た
方
針
を
伝

え
な
が
ら
了
解
を
得
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　

新
聞
紙
上
で
地
方
交
付
税

は
減
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
本
町
は
増
え
て
い
る
。

そ
の
要
因
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

交
付
税
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
税
収
が
増
え
れ
ば
交
付
税

は
減
り
、
税
収
が
減
れ
ば
交
付

税
は
増
額
と
な
る
制
度
で
あ

る
。
確
固
た
る
数
字
に
基
づ
き

交
付
税
の
額
が
算
定
さ
れ
る
。

　
　

町
道
高
萩
線
入
山
地
内
の

道
路
敷
き
に
あ
る
木
材
の
管
理

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

所
有
者
が
特
定
で
き
次
第
、

撤
去
を
要
請
す
る
と
い
う
対
応

に
な
る
。

　
　

親
水
公
園
予
定
地
に
あ
る

建
物
の
評
価
に
つ
い
て
何
を
基

準
に
し
た
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

建
築
物
に
は
全
て
固
定
資
産

評
価
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
課

税
評
価
額
よ
り
は
低
い
価
格
で

買
収
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　
　

町
有
地
を
借
り
て
個
人
が

建
て
た
住
居
を
借
り
る
場
合

は
、
建
物
の
権
利
は
誰
に
あ
る

の
か
。

　
　

町
長

　

町
で
賃
貸
借
し
て
い
る
土
地

は
、
そ
の
借
主
に
権
利
が
あ
る

の
で
、
借
主
が
上
部
の
建
物
を

別
な
人
に
賃
貸
借
し
て
も
問
題

は
な
い
。

　
　

若
い
ス
タ
ッ
フ
に
頑
張
っ

て
も
ら
い
、
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て

１
年
を
通
じ
て
活
動
し
て
ほ
し

い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
を
も
っ
て
い
る
か
尋
ね
た

い
。

　
　

教
育
課
長

　

感
動
の
度
合
い
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
る
と
思
う
が
、
矢
祭

町
チ
ー
ム
実
行
委
員
会
に
は

１
５
５
万
５
，
０
０
０
円
を
補

助
し
て
い
る
。
ふ
く
し
ま
駅
伝

に
係
わ
る
皆
様
が
町
民
並
び
に

県
民
の
多
く
に
与
え
て
い
る
感

動
に
見
合
っ
た
町
と
し
て
で
き

る
負
担
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て

の
駅
伝
部
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
即
答
で
き
る
状
況
で
は

な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

こ
の
駅
伝
で
町
は
何
を
期

待
し
て
い
る
の
か
。

　
　

町
長

　

非
常
に
難
し
い
質
問
で
あ

る
。
選
手
は
個
々
に
自
分
の
体

力
の
限
界
に
挑
戦
し
て
い
る
と

思
う
が
、
町
と
し
て
は
、
出
る

か
ら
に
は
優
勝
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
去
年
よ
り
一
つ
で
も
順

位
を
上
げ
る
た
め
力
の
限
り
走

る
、
そ
う
い
う
選
手
の
「
が
ん

ば
り
」
を
期
待
し
た
い
。
中
学

生
・
高
校
生
の
選
手
は
普
段
は

別
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
な
っ
て

お
り
、
一
般
社
会
人
は
そ
れ
ぞ

れ
勤
め
を
持
っ
て
い
る
。
全
選

手
が
一
カ
所
に
集
合
し
て
練
習

す
る
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し

い
こ
と
で
あ
る
。
町
民
一
人
一

人
受
け
る
感
動
は
違
う
と
思
う

が
、
全
力
で
頑
張
っ
て
く
れ
る

姿
は
や
は
り
美
し
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。

定
期
監
査
実
施

定期監査をする監査委員
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東白川地方町村議会議員研修会
質
問　

国
民
健
康
保
険
の
制
度

変
更
に
つ
い
て

答 問答 問

答 問

質
問　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

質
問　

町
道
高
萩
線
入
山
地
内

の
道
路
敷
き
に
あ
る
木
材
の
管

理
に
つ
い
て

質
問　

親
水
公
園
予
定
地
に
あ
る

建
物
の
評
価
に
つ
い
て

質
問　

福
島
駅
伝
が
町
民
に

与
え
る
感
動
と
負
担
に
つ
い
て

★ 

８
月

４
日　

第
１
回
３
支
部
合
同
防

　
　
　

犯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

（
体
育
セ
ン
タ
ー
）

７
日　

第
３
回
白
河
地
方
広
域

　
　
　

市
町
村
圏
整
備
組
合
議

　
　
　

会
定
例
会
白
河
市
・
ク

　
　
　

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
議

　
　
　

室
）

７
〜
10
日　

決
算
審
査(

役
場

　
　
　

第
１
会
議
室)

８
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
要
請
活
動
（
東
京
都

　
　
　

参
議
院
議
員
会
館
）

21
日　

例
月
出
納
検
査

23
日　

地
域
づ
く
り
交
流
会

　
　
　

地
域
公
共
交
通
活
性
化

　
　
　

協
議
会

24
日　

福
島
県
町
村
議
会
正
副

　
　
　

議
長
・
事
務
局
長
研
修

　
　
　

会
（
福
島
市
）

29
日　

東
白
衛
生
組
合
決
算
審

　
　
　

査
（
塙
町
東
白
衛
生
組

　
　
　

合
会
議
室
）

30
日　

東
白
川
防
犯
協
会
連
合

　
　
　

会
定
期
総
会

★ 

９
月

１
日　

東
白
川
郡
森
林
組
合
50  

　
　
　

周
年
記
念
式
典
（
棚
倉

　
　
　

町
）

３
日　

菊
池
基
文
氏
旭
日
双
光

　
　
　

章
記
念
祝
賀
会
（
八
幡

　
　
　

屋
）

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

　
　
　

会

11
日　

全
員
協
議
会

11
〜
15
日　

第
５
回
町
議
会
定

　
　
　

例
会

14
日　

決
算
特
別
委
員
会

17
日　

矢
祭
町
敬
老
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

矢
祭
町
・
大
子
町
交
通

　
　
　

安
全
合
同
テ
ン
ト
村
（

　
　
　

大
子
町
）

21
日　

交
通
安
全
祈
願
祭
（
関

　
　
　

岡
地
内
）

24
日　

県
南
地
方
総
合
防
災
訓

　
　
　

練
（
西
郷
村
）

26
〜
27
日　

東
白
衛
生
組
合
議

　
　
　

会
正
副
管
理
者
等
視
察

　
　
　

研
修
（
竜
ケ
崎
市
・
日

　
　
　

光
市
）

30
日　

（
学
法
）石
川
義
塾
石
川

　
　
　

高
等
学
校
創
立
１
２
５

　
　
　

周
年
記
念
式
典

★ 

10
月

６
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

町
防
犯
協
会
３
支
部
合

　
　
　

同
防
犯
パ
レ
ー
ド

７
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
運

　
　
　

動
会（
体
育
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

は
な
わ
育
成
園
ガ
ー
デ

　
　
　

ン
パ
ー
テ
ィ
（
塙
町
）

12
日　

第
３
回
東
白
衛
生
組
合

　
　
　

議
会
定
例
会
（
塙
町
・

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
会
議
室
）

13
日　

地
方
自
治
法
施
行
70
周

　
　
　

年
記
念
事
業
「
地
方
自

　
　
　

治
振
興
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　

(

福
島
市)

15
日　

矢
祭
町
消
防
団
秋
季
検

　
　
　

閲
（
矢
祭
中
学
校
）

16
日
〜
17
日　

定
期
監
査(

役

　
　
　

場
議
員
控
室)

17
日　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
新
築

　
　
　

工
事
安
全
祈
願
祭
（
旧

　
　
　

石
井
小
学
校
跡
地
）

18
日　

例
月
出
納
検
査(

役
場

　
　
　

議
員
控
室)

24
〜
25
日　

定
期
監
査(

現
場

　
　
　

・
出
先
機
関
）

26
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会
（
ユ
ー
パ

　
　
　

ル
矢
祭
）

28
日　

矢
祭
小
学
校
学
習
発
表

　
　
　

会

30
日　

全
国
協
議
会

　
　
　

第
６
回
町
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　

議
会
の
動
き

答 問答 問

答 問答 問

　請願、陳情はその取扱いを議会運

営委員会で協議します。12 月定例

会に請願、陳情をされる方は平成

29年11月30日までに提出願います。

請願・陳情について



　

ス
部
防
災
・
安
全
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
３
‐
３
２
５
５
‐
１
２

　

９
４

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国

の
年
金
事
務
所
で
予
約
年
金
相

談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
週

の
初
め
や
お
客
様
へ
の
各
種
お

知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
る
時
期

等
、
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
お
客
様
の
ご
都
合
に
合

わ
せ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
ご
相
談

い
た
だ
く
た
め
に
も
事
前
に
ご

予
約
の
う
え
、
お
越
し
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
、

　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
除

　

く
）

予
約
申
し
込
み
番
号　

☎
０
２

　

４
８
‐
２
７
‐
４
１
６
１（
自

　

動
音
声
案
内　

５
番
を
押
し

　

て
く
だ
さ
い
）

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５

　

７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

11
月
16
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館

　

２
階
Ｏ
Ａ
研
修
室

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
期
間
」で
す
。
正
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
一
人

で
も
労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
労
働
局
総

　

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
☎
０

　

２
４
‐
５
３
６
‐
４
６
０
７

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
７
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５
受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

　

み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等

　

の
学
力
を
有
す
る
方
（
中
学

　

校
卒
業
で
も
履
修
が
可
能
と

　

認
め
ら
れ
る
方
を
含
む
）

定
員　

30
人

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
作

　

文
、
面
接

試
験
期
日　

平
成
30
年
２
月
８

　

日
（
木
）

受
付
期
間　

平
成
30
年
１
月
10

　

日
（
水
）
〜
平
成
30
年
１
月

　

23
日
（
火
）

申
し
込
み　

募
集
要
項
お
よ
び

　

出
願
書
類
の
郵
送
を
希
望
す

　

る
場
合
は
、
送
付
先
の
住
所

　

氏
名
を
記
入
の
う
え
、
１
４

　

０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号

　

封
筒
を
同
封
し
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先　

白
河
医
師
会
白

　

河
准
看
護
学
院
（
〒
９
６
１

　

‐
０
０
５
４　

白
河
市
北
中

　

川
原
３
１
３
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
医
師
会
白

　

河
准
看
護
学
院
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
３
７
０
１

　

全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国

土
の
基
盤
で
あ
る
森
林
・
緑
に

対
す
る
国
民
的
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
の
も
と
行
う
、
国
土
緑

化
推
進
運
動
の
中
心
的
行
事
で

す
。
県
内
開
催
は
、昭
和
45
年
、

猪
苗
代
町
で
の
開
催
以
来
、
48

年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

本
大
会
は
、「
育
て
よ
う　

希

望
の
森
を　

い
の
ち
の
森
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
で
初
め
て
開
催
す
る

も
の
で
、
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

の
再
生
や
復
興
に
向
け
て
力
強

く
歩
み
続
け
る
福
島
の
姿
を
広

く
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

開
催
日　

平
成
30
年
６
月
10
日

　
（
日
）

場
所　

南
相
馬
市
原
町
区
雫
地

　

内
の
海
岸
防
災
林
整
備
地

募
集
人
数　

１
，５
０
０
人（
応

　

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

　

行
い
ま
す
。）

申
込
受
付
期
間　

平
成
29
年
10

　

月
２
日
（
月
）
〜
平
成
29
年

　

11
月
30
日
（
木
）

募
集
区
分
及
び
応
募
資
格　

個

　

人
で
の
応
募
▼
福
島
県
内
在

　

住
で
、
満
18
歳
以
上
（
平
成

　

30
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方

　

が
個
人
（
１
名
）
で
応
募
。

　

／
グ
ル
ー
プ
・
家
族
（
２
名

　

以
上
20
名
以
下
）
で
の
応
募

　

▼
応
募
者
全
員
が
福
島
県
内

　

に
在
住
し
て
お
り
、
応
募
者

　

全
員
が
、
平
成
30
年
４
月
１

　

日
現
在
で
満
６
歳
（
小
学
校

　

１
年
生
）以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
４
月
１
日

　

現
在
で
満
18
歳
未
満
の
方
が

　

グ
ル
ー
プ
構
成
員
と
し
て
応

　

募
す
る
場
合
に
は
、
保
護
者

　

の
承
諾
が
あ
り
、
か
つ
、
成

　

人
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現

　

在
で
満
20
歳
以
上
）
の
方
が

　

代
表
で
あ
る
こ
と
。

応
募
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

で
の
申
込
（
推
奨
）、
専
用

　

の
応
募
用
紙
を
郵
送
又
は
持

　

参
問
い
合
わ
せ　

第
69
回
全
国
植

　

樹
祭
福
島
県
実
行
委
員
会
事

　

務
局
（
福
島
県
農
林
水
産
部

　

全
国
植
樹
祭
推
進
室
内
）
☎

　

０
２
４
‐
５
２
１
‐
８
６
５

　

５

　

家
庭
や
職
場
・
地
域
に
お
け

る
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
目
的
と
し
て
、
全
国
統
一
防

火
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
入
選

作
品
は
全
国
の
消
防
署
を
は
じ

め
と
す
る
公
共
機
関
等
に
掲
示

さ
れ
る
ほ
か
、
防
火
意
識
の
啓

発
・
Ｐ
Ｒ
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
防
火
の
大

切
さ
、
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
や
手

法
な
ど
を
簡
潔
に
表
現
し
た
斬
新

な
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
２
０
１

　

８
年
防
火
標
語
募
集
で
検
索
）

締
切
り　

平
成
29
年
11
月
30
日

　
（
木
）

問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）
日
本

　

損
害
保
険
協
会
生
活
サ
ー
ビ

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

労
働
保
険
の
加
入
手
続
は

お
済
み
で
す
か

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　10月22日に行われた衆議院議員総選挙
の期日前投票で、18歳の高校生が投票に来
ました。昨年の参議院議員一般選挙から選
挙権が18歳以上に引き下げられたため、学
校帰りに期日前投票者をする人も増えてい
るそうです。今後も18歳以上の若い人たち
には積極的に投票に参加してほしいと感じ

　ました。また、超大型
　の台風発生により、町
　内各地では大雨や強風
　の影響がでました。対
　応のため出動された町
　消防団員のみなさまお
　疲れさまでした。　（海）

　

人　口 ５,９２６人（－   10）
男 ２,９１４人（－   ６）
女 ３,０１２人（－   ４）
世　帯 ２,０６９世帯（－   ４）

人の動き
10月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
鈴木颯

そ ら の す け

之助 9/19 薫 ・ 香織 下石井

安住　琉
る な

愛 9/21 磨人 ・ 綺 東　舘

小林　　結
ゆ い

9/28 亮 ・ 祐子 中石井

大金　玲
れ い

偉 10/10 昌晃 ・ 直子 関　岡

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
菊池　　森 84 常樹 9 / 28 下石井
菊池シツイ 93 市太郎 10 / 6 関　岡
務川　啓嗣 74 泰子 10 / 10 東　舘
佐藤　庄平 85 泰子 10 / 11 関　岡
本田シツイ 93 忠一 10 / 13 下関河内
石井　　弘 90 勇喜 10 / 16 東　舘
古市　久雄 88 佳弘 10 / 18 内　川
古市テル子 81 佳弘 10 / 18 内　川

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２９年度全国統一標語
「火の用心　ことばを形に　習慣に」

　秋の火災予防運動が、１１月９日から１１月１５
日までの 7日間にわたり、全国一斉に実施されます。
火災から命を守るために住宅用火災警報器や住宅用消
火器を設置しましょう。また、寒くなり暖房器具など
の火の取扱いが増えてくると思います。火気の使用に
は充分に注意し、近所にお年寄りや身体の不自由な人
がいる場合は、お互い助け合って火災予防に努めま
しょう。

●町内火災・救急件数
（平成29年1月1日～10月15日）

火災件数　 ５件
救急出動       204 件

消防分署からのお願い

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

平
成
30
年
度
白
河
准
看
護

学
院
生
徒
募
集

平
成
30
年
度
全
国
統
一

防
火
標
語
の
募
集

全
国
植
樹
祭
一
般
参
加
者

（
県
内
公
募
）
募
集

予
約
年
金
相
談
の
ご
案
内

3233

固定資産税▶第４期
国民健康保険税▶第６期
介護保険料▶第６期
後期高齢者医療保険料▶第４期
納期限（口座振替日）▶１１月３０日（木）

●今月の納税

◀期日前投票所で投票した18歳
の高校生



　関岡在住の緑川さんご家族。お宅にお邪魔すると３人のお子さん
が笑顔で出迎えてくれました。お子さんたちに「卓真には強く、亜
純と加純には思いやりのある子に育ってほしいです。」と賢さん、
佳苗さんは話します。また、お子さんにまつわるエピソードを伺う
と「亜純と加純は、出かけた先で白い髭の人を見るとサンタクロー
スと思いこんで『なんか、サンタクロースがいるんだけど』と言っ
て怖がってしまうんです。」と佳苗さんが微笑みながら教えてくれ
ました。二人の妹とかけっこをしたり、公園の遊具で遊んだりして
面倒をみている優しいお兄ちゃんの卓真くん。ご両親は、そんな仲
良し３兄妹の成長を楽しみにしながら、あたたかい眼差しで見つめ
ます。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
　　 　塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　スイ…スインピア11

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　緑川卓
たくま

真くん（4）　亜
あす み

純ちゃん（2）　加
かす み

純ちゃん（2）
お父さん　賢さん　　お母さん　佳苗さん　

【関岡在住】

発
行
/矢
祭
町
役
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立
総
務
課
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地
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 12 月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 12 月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 12 月 31日まで

平
成
29年

11月
3日
発
行

(毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.680

日 月 火 水 木 金 土
5 6 7 8 9 10 11
●矢祭町文化祭 ●３歳児健康診査

　山開（13：00～13：15）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

12 13 14 15 16 17 18
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）
●心の健康相談会
　    山開（13：00～16：00）

●６か月児健康相談
　山開（9：30～9：45）
●運動教室
　（10：00～11：00）
●リトミック
　     山開（10：30～11：00）
●カンガルーくらぶ

●11か月児健康相談・
　 歯科クリニック
　山開（13：00～13：15）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

19 20 21 22 23 24 25
●矢祭読書の日
●ふくしま駅伝大会

●子宮がん・骨粗鬆症検診
　山開（9：00～10：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　（10：00～11：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ

26 27 28 29 30 12/1 2
●家族の相談会
　    山開（9：00～12：00）

●運動教室
　（10：00～11：00）

●矢祭町文化祭
　（青少年の主張大会）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

3 4 5 6 7 8 9
●第22回矢祭ふれあい駅伝大会 ●運動教室

　（10：00～11：00）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


